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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アクセスポイント（ＡＰ）または基本サービス
セット（ＢＳＳ）のための識別子を含む物理レイヤ（Ｐ
ＨＹ）ヘッダを利用するための方法および装置を提供す
る。
【解決手段】順次応答シーケンスを割り当てられる局（
ＳＴＡ）２７０２は、正しいＡＰ識別子を含むＰＨＹヘ
ッダを備えるフレームだけをカウントする。ＳＴＡは、
シーケンスが割り当てられたＡＰ１１０またはＢＳＳの
ための異なる識別子を指定するＰＨＹヘッダを備えたフ
レームを受信する場合、その順次アクセス手順を終了す
る。このように、ＳＴＡは、重複するネットワークに部
分的に同期することを防ぎ、誤った時に無線媒体にアク
セスしないようにする。
【選択図】図２７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局で、当該局が関連付けられるセットの第１の指示を受信することと、
　前記局が送信することを許可される順序の第２の指示を受信することと、
　前記第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレームを送信するためのタ
イミングを決定することとを具備する無線通信のための方法。
【請求項２】
　前記決定されたタイミングに従って前記フレームを送信することをさらに具備し、
　前記フレームは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッ
ダを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＨＹヘッダは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む、空間時間ストリーム
の数（Ｎｓｔｓ）のフィールドを含む請求項２記載の方法、。
【請求項４】
　前記第１の指示の少なくとも一部分は、前記第１の指示の９つの最下位ビット（ＬＳＢ
）を含む請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記セットは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を含み、前記第１の指示は、前記ＢＳＳ
のための、または前記ＢＳＳ内のアクセスポイント（ＡＰ）のための識別子を含む請求項
１記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の指示を受信することは、前記ＡＰのための識別子を含む情報要素（ＩＥ）を
受信することを含む請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の指示を受信することは、アクセスポイント（ＡＰ）と関連付けられている間
に、当該ＡＰから、前記第１の指示を含む関連付け応答フレームを受信することを含む請
求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記タイミングを決定することは、
　前記第１の指示の少なくとも一部分とともに受信されたフレームの数をカウントするこ
とと、
　前記第１の指示の少なくとも一部分と一致しない識別子を備える受信されたフレームを
無視することとを含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記局が、前記第１の指示の少なくとも一部分と一致しない識別子を備えるフレームを
受信する場合、前記順序に基づく順次アクセス手順を終了することをさらに具備する請求
項１記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信のための装置であって、
　前記装置に関連付けられるセットの第１の指示と、前記装置が送信することを許可され
る順序の第２の指示とを受信するための手段と、
　前記第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレームを送信するためのタ
イミングを決定するための手段とを具備する無線通信のための装置。
【請求項１１】
　前記決定されたタイミングに従って前記フレームを送信するための手段をさらに具備し
、前記フレームは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッ
ダを含む請求項１０記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＰＨＹヘッダは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む、空間時間ストリーム
の数（Ｎｓｔｓ）のフィールドを含む請求項１１記載の装置。
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【請求項１３】
　前記第１の指示の少なくとも一部分は、前記第１の指示の９つの最下位ビット（ＬＳＢ
）を含む請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記セットは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を含み、前記第１の指示は、前記ＢＳＳ
のための、または前記ＢＳＳ内のアクセスポイント（ＡＰ）のための識別子を含む請求項
１０記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１の指示を受信するための手段は、前記ＡＰのための識別子を含む情報要素（Ｉ
Ｅ）を受信するように構成される請求項１４記載の装置。
【請求項１６】
　前記受信するための手段は、アクセスポイント（ＡＰ）と関連付けられている間に、当
該ＡＰから、前記第１の指示を含む関連付け応答フレームを受信するように構成される請
求項１０記載の装置。
【請求項１７】
　前記タイミングを決定するための手段は、
　前記第１の指示の少なくとも一部分とともに受信されたフレームの数をカウントし、
　前記第１の指示の少なくとも一部分と一致しない識別子を備える受信されたフレームを
無視するように構成される請求項１０記載の装置。
【請求項１８】
　前記装置が、前記第１の指示の少なくとも一部分と一致しない識別子を備えるフレーム
を受信する場合、前記順序に基づく順次アクセス手順を終了する請求項１０記載の装置。
【請求項１９】
　無線通信のための装置であって、
　前記装置が関連付けられるセットの第１の指示を受け取り、
　前記装置が送信することを許可される順序の第２の指示を受信する受信器と、
　前記第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレームを送信するためのタ
イミングを決定するように構成される処理システムとを具備する装置。
【請求項２０】
　命令を含むコンピュータ読み取り可能な媒体を具備する、無線通信のためのコンピュー
タ・プログラム・プロダクトであって、前記命令は、
　局で、当該局が関連付けられるセットの第１の指示を受け取り、
　前記局が送信することを許可される順序の第２の指示を受け取り、
　前記第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレームを送信するためのタ
イミングを決定することを実行可能であるコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２１】
　アクセスポイント（ＡＰ）で、局から関連要求メッセージを受信することと、
　前記局を前記ＡＰに関連付けることと、
　前記局が関連付けられ、且つ前記ＡＰが属するセットの第１の指示を送信することとを
具備する無線通信のための方法。
【請求項２２】
　前記セットは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を含み、前記第１の指示は、前記ＢＳＳ
のための、または前記ＢＳＳ内のアクセスポイント（ＡＰ）のための識別子を含む請求項
２１記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１の指示を送信することは、前記ＡＰのための識別子を含む情報要素（ＩＥ）を
送信することを含む請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　前記局からフレームを受信することをさらに具備し、前記フレームは、前記第１の指示
の少なくとも一部分を含む物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダを含む請求項２１記載の方法。
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【請求項２５】
　前記局が送信することを許可される順序の第２の指示を送信することをさらに具備し、
前記フレームは、前記順序に従って受信される請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）伝送を送信することをさらに具備し、前記フレーム
は、前記ＳＤＭＡに応じて受信される請求項２５記載の方法。
【請求項２７】
　前記ＰＨＹヘッダは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む、空間時間ストリーム
の数（Ｎｓｔｓ）のフィールドを含む請求項２４記載の方法。
【請求項２８】
　前記第１の指示の少なくとも一部分は、前記第１の指示の９つの最下位ビット（ＬＳＢ
）を含む請求項２７記載の方法。
【請求項２９】
　前記第１の指示を送信することは、前記第１の指示を含む関連付け応答メッセージを送
信することを含む請求項２１記載の方法。
【請求項３０】
　前記セットの前記第１の指示をランダムに選択することをさらに具備する請求項２１記
載の方法。
【請求項３１】
　無線通信のための装置であって、
　局から関連付け要求メッセージを受信するための手段と、
　前記局を前記装置に関連付けるための手段と、
　前記局が関連付けられ、且つ前記装置が属するセットの第１の指示を送信するための手
段とを具備する装置。
【請求項３２】
　前記セットは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を含み、前記第１の指示は、前記ＢＳＳ
のための、または前記ＢＳＳ内の装置のための識別子を含む請求項３１記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１の指示を送信するための手段は、前記装置のための識別子を含む情報要素（Ｉ
Ｅ）を送信するように構成される請求項３２記載の装置。
【請求項３４】
　前記受信するための手段は、前記局からフレームを受信するように構成され、前記フレ
ームは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダを含む請
求項３１記載の装置。
【請求項３５】
　前記送信するための手段は、前記局が送信することを許可される順序の第２の指示を送
信するように構成され、前記フレームは、前記順序に従って受信される請求項３４記載の
装置。
【請求項３６】
　前記送信するための手段は、空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）伝送を送信するように
構成され、前記フレームは、前記ＳＤＭＡに応じて受信される請求項３５記載の装置。
【請求項３７】
　前記ＰＨＹヘッダは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む、空間時間ストリーム
の数（Ｎｓｔｓ）のフィールドを含む請求項３４記載の装置。
【請求項３８】
　前記第１の指示の少なくとも一部分は、前記第１の指示の９つの最下位ビット（ＬＳＢ
）を含む請求項３７記載の装置。
【請求項３９】
　前記送信するための手段は、前記第１の指示を含む関連付け応答メッセージを送信する
ように構成される請求項３１記載の装置。
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【請求項４０】
　特定のパラメータを満たす値のリストから、前記セットの第１の指示を選択するための
手段をさらに具備する請求項３１記載の装置。
【請求項４１】
　前記特定のパラメータは、ピーク対平均出力比（ＰＡＰＲ）を含む請求項４０記載の装
置。
【請求項４２】
　無線通信のための装置であって、
　局から関連付け要求メッセージを受信する受信器と、
　前記局を前記装置に関連付けるように構成される処理システムと、
　前記局が関連付けられ、且つ前記装置が属するセットの第１の指示を送信するように構
成される送信器とを具備する装置。
【請求項４３】
　命令を含むコンピュータ読み取り可能な媒体を具備する無線通信用ためのコンピュータ
・プログラム・プロダクトであって、前記命令は、
　アクセスポイント（ＡＰ）で、局から関連付け要求メッセージを受信し、
　前記局を前記ＡＰに関連付け、
　前記局が関連付けられ、且つ前記ＡＰが属するセットの第１の指示を送信することを実
行可能であるコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本願は、参照することによりここに組み込まれた、２０１０年９月１５日に出願され、
「アクセスポイント識別子を備える物理レイヤヘッダ」と題された米国仮出願第６１／３
８３，２５２と、２０１０年１０月１日に出願され、「アクセスポイント識別子を備える
物理レイヤヘッダ」題された米国仮出願第６１／３８８，８５２との優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の特定の態様は、一般に無線通信に関し、より具体的には、アクセスポイント（
ＡＰ）のための、または基本サービスセット（ＢＳＳ）のための識別子を備えた物理レイ
ヤ（ＰＨＹ）ヘッダを利用することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムに関して要求されている帯域幅要求の増大の問題に対処するために、
高いデータスループットを達成する一方で、チャネルリソースを共用して、複数のユーザ
端末に単一のアクセスポイントと通信させる異なる手法が開発されている。多入力多出力
（ＭＩＭＯ）技術は、次世代の通信システムのためのポピュラーな技術として近年登場し
たこのようなアプローチの１つを表している。ＭＩＭＯ技術は、米国電気電子学会（ＩＥ
ＥＥ）８０２．１１規格のようないくつかの新興の無線通信規格に採用されている。ＩＥ
ＥＥ８０２．１１は、短距離通信（例えば、数十メートルから数百メートル）のためのＩ
ＥＥＥ８０２．１１委員会によって開発された、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮ）エアインタフェース規格のセットを表している。
【０００４】
　無線通信システムでは、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルは、エアリンク媒
体によって提示された、いくつかの自由の次元を利用するために作動するように設計され
ている。もっとも一般的に利用されている自由の次元は、時間および周波数である。例え
ば、ＩＥＥＥ８０２．１１　ＭＡＣプロトコルでは、「時間」の自由の次元はＣＳＭＡ（
搬送波検知多重アクセス）によって利用される。ＣＳＭＡプロトコルは、高い干渉が見込
まれる期間中に生じる伝送が１つしかないことを確実にしようと試みる。同様に、「周波
数」の自由の次元は、異なる周波数チャネルを使用することによって利用されうる。
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【０００５】
　最近の開発は、既存の容量を増加させるために、もしくは少なくとも効率的に使用する
ために用いられる実行可能なオプションである次元として、一定間隔で配置することをも
たらした。空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）は、同時の送信および受信のために複数の
端末をスケジューリングすることによって、エアリンクの利用を改善するために使用され
る。データは空間のストリームを使用して、ターミナルの各々に送られる。例えば、ＳＤ
ＭＡで、送信器は、個々の受信器に直交するストリームを形成する。送信器がいくつかの
アンテナを有し、送信／受信チャネルがいくつかのパスから成るので、そのような直交す
るストリームを形成することができる。受信器も、１以上のアンテナ（例えば、ＭＩＭＯ
とＳＩＭＯ）を有し得る。この例のために、送信器がアクセスポイント（ＡＰ）であり、
受信器が局（ＳＴＡｓ）であることを想定する。ストリームは、ＳＴＡ－Ｂでターゲット
にされるストリームが、例えば、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－Ｄ、．．．等で低い電力干渉と見
なされ、また、著しい干渉を引き起こさなず、おそらく無視されるように形成される。こ
れら直交するストリームを形成するために、ＡＰは、受信するＳＴＡの各々からチャネル
状態情報（ＣＳＩ）を取得し得る。ＣＳＩはいくつかの方法で測定し、通信することがで
きるが、それによって複雑さを加え、ＣＳＩの使用は、ＳＤＭＡストリームの構成を向上
させる。
【０００６】
　ＭＩＭＯがマルチユーザ（ＭＵ）システムに適用される場合、追加の複雑さが発生する
。例えば、典型的には、ＡＰはアップリンク（ＵＬ）通信プロセスを制御する。しかしな
がら、ある構成では、アップリンクをスケジューリングするアプローチは、まだＳＴＡが
チャネルアクセス用のＡＰと争うことを必要とする。言いかえれば、ＡＰは送信媒体への
アクセスを獲得しようとする追加のＳＴＡとして働き、それによって、アクセスを獲得す
ることを試みるＳＴＡすべてに影響する。さらに、ＳＴＡが未来のＵＬ送信のスケジュー
リング用のＡＰに依存するとともに、スケジューリングのスキームは、バーストな（burs
ty）データトラフィックのような、あるタイプのデータトラフィックに、必ずしもうまく
作用するとは限らない。
【発明の概要】
【０００７】
　本開示のある態様は無線通信のための方法を提供する。この方法は一般に、決定論的な
（deterministic）スロットカウントを含むダウンリンク伝送を受信することと、決定論
的なスロットカウントの少なくとも一部に基づいて、戻りフレームを送信するための伝送
機会のタイミングを決定することとを含む。
【０００８】
　ある態様は、無線通信のための方法を提供する。この方法は一般に、１以上の局にダウ
ンリンク伝送のためのＮＡＶを設定することと、伝送機会を決定する際に局によって使用
するための決定論的なスロットを含むダウンリンク伝送を局に送信することと、ＮＡＶ設
定の終了に先立って、決定された伝送機会に送信された局からのアップリンク伝送を受信
することとを含む。
【０００９】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、決定論的
なスロットカウントを含むダウンリンク伝送を受信するための手段と、決定論的なスロッ
トカウントの少なくとも一部に基づいて戻りフレームを送信するための伝送機会のタイミ
ングを決定するための手段とを含む。
【００１０】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、ダウンリン
ク伝送のために、１以上の局にＮＡＶ期間を設定するための手段と、伝送機会を決定する
際に局で使用するための決定論的なスロットカウントを含むダウンリンク伝送を局に送信
するための手段と、ＮＡＶ期間の終了に先立って、決定された伝送機会に送信された局か
らのアップリンク伝送を受信するための手段とを含む。
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【００１１】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、決定論的な
スロットカウントを含むダウンリンク伝送を受け取り、決定論的なスロットカウントの少
なくとも一部に基づいて、戻りフレームを送信するための伝送機会のタイミングを決定す
るように構成された少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサに
連結されたメモリとを含む。
【００１２】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、１以上の局
に、ダウンリンク伝送のためのＮＡＶ期間を設定し、伝送機会を決定する際に局で使用す
るための決定論的なスロットカウントを含むダウンリンク伝送を局に送り、ＮＡＶ期間の
終了に先立って、決定された伝送機会に送信された局からのアップリンク伝送を受信する
ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、その少なくとも１つのプロセッサに連
結されたメモリとを含む。
【００１３】
　本開示のある態様は無線通信のためのコンピュータ・プログラム・プロダクトを提供す
る。このコンピュータ・プログラム・プロダクトは、典型的には、決定論的なスロットカ
ウントを含むダウンリンク伝送を受け取り、決定論的なスロットカウントの少なくとも一
部に基づいて、戻りフレームを送信するための伝送機会のタイミングを決定するための、
一般に実行可能な命令を有するコンピュータ読み取り可能な媒体を含む。
【００１４】
　本開示のある態様は無線通信のためにコンピュータ・プログラム・プロダクトを提供す
る。コンピュータ・プログラム・プロダクトは、典型的には、１以上の局にダウンリンク
伝送のためのＮＡＶ期間を設定し、伝送機会を決定する際に局で使用するための決定論的
なスロットカウントを含むダウンリンク伝送を局に送信し、ＮＡＶ期間の終了に先立って
、決定された伝送機会に送信された局からのアップリンク伝送を受信するための、一般に
実行可能な命令を有するコンピュータ読み取り可能な媒体を含む。
【００１５】
　本開示のある態様は無線通信のための方法を提供する。この方法は一般に、局で、当該
局が関連付けられるセットの第１の指示を受信することと、局が伝送を許可される順序の
第２の指示を受信することと、第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレ
ームを送信するためのタイミングを決定することとを含む。
【００１６】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、当該装置が
関連付けられるセットの第１の指示と、当該装置が伝送を許可される順序の第２の指示と
を受信するための手段と、第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレーム
を送信するためのタイミングを決定するための手段とを含む。
【００１７】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、受信器と処
理システムとを含む。受信器は、典型的には、装置に関連付けられるセットの第１の指示
を受け取り、装置が伝送することを許可される順序の第２の指示を受信するように構成さ
れる。処理システムは一般に、第１および第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレ
ームを送信するためのタイミングを決定するように構成される。
【００１８】
　本開示のある態様は無線通信のためにコンピュータ・プログラム・プロダクトを提供す
る。コンピュータ・プログラム・プロダクトは、一般に、命令を有するコンピュータ読み
取り可能な媒体を含み、この命令は、局で、当該局が関連付けられるセットの第１の指示
を受信し、局が送信することを許可される順序の第２の指示を受信し、第１および第２の
指示の少なくとも一部に基づいて、フレームを送信するためのタイミングを決定すること
を実行可能である。
【００１９】
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　本開示のある態様は無線通信のための方法を提供する。この方法は、一般に、アクセス
ポイント（ＡＰ）で、局からの関連付け要求メッセージを受信することと、局をＡＰに関
連付けることと、局が関連付けられ、且つＡＰが属するセットの第１の指示を送信するこ
ととをを含む。
【００２０】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は、一般に、局から関
連付け要求メッセージを受信するための手段と、局を装置に関連付けるための手段と、局
が関連付けられ、且つ装置が属するセットの第１の指示を送信するための手段とを含む。
【００２１】
　本開示のある態様は無線通信のための装置を提供する。この装置は、一般に、局から関
連付け要求メッセージを受信するように構成される受信器と、装置に局を関連付けるよう
に構成される処理システムと、局が関連付けられ、且つ装置が属するセットの第１の指示
を送信するように構成される送信器とを含む。
【００２２】
　本開示のある態様は無線通信のためのコンピュータ・プログラム・プロダクトを提供す
る。このコンピュータ・プログラム・プロダクトは、一般に、命令を有するコンピュータ
読み取り可能な媒体を含み、この命令は、ＡＰで、局から関連付け要求メッセージを受信
し、局をＡＰに関連付け、局が関連付けられ、且つＡＰが属するセットの第１の指示を送
信することを実行可能である。
【００２３】
　本開示の上述した特徴を詳細に理解することができるように、上の簡単な要約に関する
より詳細な説明を、添付した図面にいくつか例示されている諸態様を参照して行う。しか
しながら、この説明が他の同等に有効な態様を認めうるために、添付した図面が、この開
示のいくつかの典型的な態様を例示しているに過ぎず、したがって、その範囲を限定する
ものとしてみなされないことを注意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本開示のある態様に従う空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）のＭＩＭＯ
無線システムを示す。
【図２】図２は、本開示のある態様に従う、アクセスポイントの例とユーザ端末のブロッ
ク図を示す。
【図３】図３は、ＡＩＦＳがスロットとして数えられるような変更されたＥＤＣＡを備え
る決定論的なバックオフによる、戻りの伝送機会（ＴＸＯＰ）を伴うダウンリンクＳＤＭ
Ａ伝送を示す。
【図４】図４は、ＤＳＣがＮＡＶを切り縮めるために暗黙のＣＦ－Ｅｎｄとして機能する
、決定論的なバックオフによる、戻りのＴＸＯＰを伴うダウンリンクＳＤＭＡ送信を示す
。
【図５】図５は、戻りのＴＸＯＰが、ＡＰがブロック応答（Ｂｌｏｃｋ Ａｃｋ）で応答
し得るデータマルチプロトコルデータ単位（ＭＰＤＵ）を含み得る、決定論的なバックオ
フによる、戻りＴＸＯＰを伴うダウンリンクＳＤＭＡ送信を示す。
【図６】図６は、戻りのＴＸＯＰのための、決定論的なバックオフを伴うダウンリンクＳ
ＤＭＡ交換を示す。
【図７】図７は、ＤＩＦＳと等しいＡＩＦＳとＥＤＣＡとを用いる、決定論的なバックオ
フを示す。
【図８】図８は、ＰＩＦＳと等しいＡＩＦＳとＥＤＣＡとを用いる、決定論的なバックオ
フを示す。
【図９】図９は、ＰＩＦＳと等しいＡＩＦＳと変更されたＥＤＣＡとを用いる、決定論的
なバックオフを示す。
【図１０】図１０は、ＮＡＶプロテクションを伴う決定論的なバックオフを示す。
【図１１】図１１は、ＤＳＣを受信しないＳＴＡ３によって引き起こされる、ＳＴＡ２の
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ＴＸＯＰとＳＴＡ４のＴＸＯＰとの間の１つの余分な空きスロットを備えるギャップを示
す。
【図１２】図１２は、入れ込まれたアップリンクＢＡを伴うダウンリンクＳＤＭＡ送信を
示す。
【図１３】図１３は、先行するフレームが受信されないときに、後続するＳＴＡを復元す
ることを保証するための、保証された開始時刻の使用を示す。
【図１４】図１４は、このケースＳＴＡ３の中で、先行する送信のすべてを受信していな
いＳＴＡの部分集合だけが、それらの保証された開始時刻で送信する状況を示す。
【図１５】図１５は、ＴＸＯＰ送信チェーン内で、ＰＩＦＳより大きなギャップが生じる
とき、その送信する権利を失う後続するＳＴＡに帰着する、抜けフレームのケースで代替
メカニズムがない場合の、ＴＸＯＰチェーンの中断の状況を示す。
【図１６】図１６は、ＴＸＯＰ送信チェーンが中断することを避けるために、ＰＩＦＳで
介入するＡＰを示す。
【図１７】図１７は、ＢＡのためのポーリングの典型例を示す。
【図１８】図１８は、６５Ｍｂｐｓでの４つのＢＡに関する、シーケンシャルＡＣＫと、
スケジューリングされたＡＣＫと、ポーリングされたＡＣＫとの間の比較を提供する。
【図１９】図１９は、連続するＣＳＩフレームが後続する打診リクエストを示す。
【図２０】図２０は、連続する方法で、いくつかの応答Ａ－ＭＰＤＵが後続し得る、ブロ
ードキャストまたは並列送信を示す。
【図２１】図２１は、本開示のある態様に従う、決定論的なスロットカウントを備えるダ
ウンリンク伝送を受信するための動作例を示す。
【図２１Ａ】図２１Ａは、本開示のある態様に従う、決定論的なスロットカウントを備え
るダウンリンク伝送を受信するための動作例を示す。
【図２２】図２２は、本開示のある態様に従う、決定論的なスロットカウントを備えるダ
ウンリンク伝送を送信するための動作例を示す。
【図２２Ａ】図２２Ａは、本開示のある態様に従う、決定論的なスロットカウントを備え
るダウンリンク伝送を送信するための動作例を示す。
【図２３】図２３は、決定論的なスロットカウントを含み得るダウンリンク伝送を受信す
るための態様に従う方法を示す。
【図２４】図２４は、決定論的なチャネルバックオフを実装するための態様に従う方法を
示す。
【図２５】図２５は、本開示のある態様に従う、局に関連付けられるセットの指示の少な
くとも一部に基づいて、フレームを送信するためのタイミングを決定するための動作例を
示す。
【図２５Ａ】図２５Ａは、図２５に示される動作を行うことができる手段の例を示す。
【図２６】図２６は、本開示のある態様に従う、アクセスポイント識別子（ＡＰＩＤ）情
報要素（ＩＥ）の例を示す。
【図２７】図２７は、本開示のある態様に従う、関連付けと後続する通信との間の、アク
セスポイントと局との間の通信のための呼び出しフローの例である。
【図２８】図２８は、本開示のある態様に従う、局を関連付け、局が関連付けられるセッ
トの指示を、当該局に送るための動作の例を示す。
【図２８Ａ】図２８Ａは、図２８に示される動作を行うことができる手段の例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付した図面を参照して本開示の様々な態様をより詳細に説明する。しかしなが
ら、この開示は、多くの異なる形式で実施することができるので、この開示全体に亘って
提示されているいずれかの特定の構造や機能に限定されるものと解釈されるべきではない
。むしろ、これらの態様は、この開示を完全かつ完璧にし、当業者に本開示の範囲を十分
に伝えるために提供される。当業者は、ここでの教示に基づいて、この開示の別の態様と
別個に実施されるか、この開示の別の態様と組み合わせて実施されるかを問わず、本開示
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の範囲が、ここに開示されている当該開示のあらゆる態様をカバーすることが意図されて
いることを認識すべきである。例えば、ここに記載した任意の数の態様を用いて、装置を
実装したり、方法を実施したりすることができる。さらに、開示の範囲は、ここに記載し
た開示の様々な態様に加えてまたはそれ以外の、他の構造、機能、または構造および機能
を用いて実施される装置や方法をカバーすることが意図されている。ここに開示した本開
示の任意の態様が、特許請求の範囲の一つ以上の要素により具体化され得ることを理解さ
れたい。
【００２６】
　「典型的」という単語は、「例、インスタンス、例示として役立つこと」を意味するよ
うに本明細書において使用される。「典型的」としてここに記載されたあらゆる態様は、
必ずしも、それ以外の態様よりも好ましい、または有利であると解釈されるものではない
。
【００２７】
　ここに特定の態様が記載されるが、これら態様の多くの変形や置換は本開示の範囲に含
まれる。好ましい態様の利益や長所をいくつか提示するが、特定の利益、用途または目的
のために本開示の範囲が限定することは意図されていない。むしろ、本開示の態様は、異
なる無線技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコルに広く適用可能であ
ることが意図され、これらのいくつかは、例として、図に、また後続する好ましい態様の
説明に示されている。詳細な説明および図面は限定ではなくてむしろ開示の例に過ぎない
のであって、本開示の範囲は、添付された特許請求の範囲とその均等物により定められる
。
【００２８】
無線通信システム例　
　ここに記載される技術は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様々な広帯域
無線通信システムに使用され得る。そのような通信システムの例は、空間分割多元接続（
ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）シス
テム、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム等を含む。ＳＤＭＡシ
ステムは、複数台のユーザ端末に属するデータを同時に伝送するために、十分に異なる方
向を利用するだろう。ＴＤＭＡシステムは、異なる時間スロットに、伝送信号を分割する
ことにより、複数台のユーザ端末が同じ周波数チャネルを共有することを可能にし得る。
時間スロットは、各々が異なるユーザ端末に割り当てられている。ＯＦＤＭＡシステムは
、システム帯域幅全体を複数個の直交副搬送波に分割する変調技術である直交周波数分割
多重化（ＯＦＤＭ）を利用する。これら副搬送波は、トーン、ビン、等とも称され得る。
ＯＦＤＭで、各副搬送波は、独立してデータと変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは
、システム帯域幅全体に亘って分散している副搬送波上で伝送するために、インターリー
ブＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）を利用し、隣接する副搬送波のブロック上で伝送するために、
局在化ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）を利用し、または隣接する副搬送波の複数個のブロックで
伝送するために、強化されたＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用する。一般に、変調シンボル
は、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で伝送される。
【００２９】
　ここでの教示は、様々な有線または無線装置（例えば、ノード）に組み込まれ得る（例
えば、装置内で実装され得、または装置により実行され得る）。いくつかの態様では、本
教示に従って実装された無線ノードは、アクセスポイントまたはアクセス端末を含む。
【００３０】
　アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（「ＲＮ
Ｃ」）、ｅＮｏｄｅ Ｂ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ局（「
ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線ト
ランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ」）、
無線基地局（「ＲＢＳ」）、またはいくつかの他の用語を含み、これらとして実装され、
またはこれらとして知られている。
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【００３１】
　アクセス端末（「ＡＴ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、移動局、遠
隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザ装置、ユーザ機器、ユーザ局
、その他の用語を含むか、または、それらのいずれかとして実装されもしくは知られてい
る。いくつかの実装では、アクセス端末は、携帯電話機、コードレス電話機、セッション
開始プロトコル（“ＳＩＰ”）電話機、無線ローカルループ（“ＷＬＬ”）局、パーソナ
ルデジタルアシスタント（“ＰＤＡ”）、無線接続性能を有するハンドヘルドデバイス、
局（“ＳＴＡ”）、無線モデムに接続されるその他の適切なデバイスを含む。したがって
、ここに教示されている一以上の態様は、電話機（例えば、携帯電話機やスマートフォン
）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、携帯用計算装置
（例えば、パーソナルデータアシスタント）、娯楽用デバイス（例えば、音楽やビデオの
デバイス、または、衛星ラジオ）、全世界測位システムデバイス、または、無線や有線の
媒体を介して通信をするように構成されるあらゆるその他の適切な装置に組み込むことが
できる。いくつかの態様では、ノードは無線ノードである。そのような無線ノードは、有
線や無線の通信リンクを介して、ネットワーク（例えば、インターネットのようなワイド
エリアネットワークや、セルラーネットワーク）のために接続性を提供し得、またはその
ようなネットワークへの接続性を提供し得る。
【００３２】
　図１を参照して、無線ネットワークのいくつかの態様を示す。ここで基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ）とも称される無線ネットワーク１００は、一般にアクセスポイント１１０と
、複数のアクセス端末または局（ＳＴＡｓ）として示される、いくつかの無線ノードで示
される。各無線ノードは、受信および／または送信ができる。後続する詳細な記述では、
アップリンク通信に関して、用語「アクセスポイント」が受信するノードを示すために用
いられ、用語「アクセス端末」が送信するノードを示すために用いられるのに対して、ダ
ウンリンク通信に関して、用語「アクセスポイント」は送信するノードを示すために用い
られ、用語「アクセス端末」は受信するノードを示すために用いられる。しかしながら、
当業者であれば、その他の用語、または用語体系が、アクセスポイントおよび／またはア
クセス端末のために使用されうることを理解するだろう。実例として、アクセスポイント
は、基地局、基地トランシーバ局、局、端末、ノード、無線ノード、アクセスポイントと
して動作するアクセス端末、またはその他何らかの適切な用語で称されうる。アクセス端
末は、ユーザ端末（ＵＴ）、移動局（ＭＳ）、加入者局、局（ＳＴＡ）、無線デバイス、
端末、ノード、無線ノード、またはその他何らかの適切な用語で称されうる。本開示にわ
たって説明される様々な概念は、それらの特定の用語体系に関わらず、全ての適切な無線
ノードに適用することを意図されている。
【００３３】
　無線ネットワーク１００は、アクセス端末１２０のための受信範囲を提供するために、
地理的な領域の至る所に配置されたいくつものアクセスポイントをサポートし得る。シス
テムコントローラ１３０は、アクセス端末１２０のために他のネットワーク（例えば、イ
ンターネット）にアクセスするだけでなく、アクセスポイントの提携および制御を提供す
るために用いられ得る。簡単にするために、１つのアクセスポイント１１０が示される。
アクセスポイントは、一般に、受信範囲の地理的な領域内のアクセス端末に、復路（back
haul）サービスを提供する固定端末である。しかしながら、アクセスポイントは、いくつ
かの応用においてモバイルであり得る。固定またはモバイルであり得るアクセス端末は、
アクセスポイントの復路サービスを利用するか、または他のアクセス端末とのピアツーピ
ア通信を行う。アクセス端末の実例は、電話機（例えば、携帯電話機）、ラップトップコ
ンピュータ、デスクトップコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、
デジタルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ、ゲーム機、またはそ
の他あらゆる適切な無線ノードを含む。
【００３４】
　無線ネットワーク１００は、ＭＩＭＯ技術をサポートし得る。ＭＩＭＯ技術を使用して
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、アクセスポイント１１０は、同時に空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）を使用して、複
数のアクセス端末１２０と通信し得る。ＳＤＭＡは、同じ周波数チャネルを共有するため
に、複数のストリームが異なる受信器に同時に送信されることができるようにし、その結
果として、より高いユーザキャパシティを提供する多元接続スキームである。これは、各
データストリームを空間的に事前符号化することと、その後、空間的に事前符号化された
各ストリームをダウンリンク上で異なる送信アンテナによって送信することとによって達
成される。空間的にあらかじめ事前符号化されたデータストリームは、各アクセス端末１
２０が、そのアクセス端末１２０に向かうデータストリームを再生することを可能である
、異なる空間のシグネチャを備えるアクセス端末に到達する。アップリンクでは、各アク
セス端末１２０は、アクセスポイント１１０に、各々が空間的にあらかじめ符号化された
データストリームを識別することを可能にする、空間的にあらかじめ符号化されたデータ
ストリームを送信する。用語「事前符号化」が本明細書において使用されるが、一般に、
用語「符号化」は、また、データストリームを事前符号化、符号化、復号、および／また
は事後符号化する処理を包含するように使用されうる。
【００３５】
　１以上のアクセス端末１２０は、ある機能性を可能にするための多数のアンテナを備え
得る。この構成で、例えば、アクセスポイント１１０における多数のアンテナは、追加の
帯域幅または送信電力なしでデータスループットを改善するために、複数のアンテナアク
セスポイントと通信するために使用され得る。これは、送信器における高いデータレート
の信号を、異なる空間シグネチャを有する複数のより低いレートのデータストリームに分
割し、それにより、受信器が、これらのストリームを複数のチャネルに分離し、高いデー
タレートの信号を復元するためにストリームを適切に結合できるようにすることによって
達成される。
【００３６】
　本開示の後続する部分はＭＩＭＯ技術をサポートするアクセス端末について記述してい
るが、アクセスポイント１１０は、ＭＩＭＯ技術をサポートしないアクセス端末もサポー
トするように構成され得る。このアプローチは、より新しいＭＩＭＯアクセス端末を必要
に応じて導入することを可能にすると同時に、アクセス端末のより古いバージョン（例え
ば、「レガシー」端末）が、無線ネットワーク内で用いられ続けることを可能にし、有用
とされる期間を延長する。
【００３７】
　図２は、ＭＩＭＯシステムを含み得る無線ネットワーク１００内の、アクセスポイント
１１０と２つのアクセス端末１２０ｍおよび１２０ｘのブロック図を示す。アクセスポイ
ント１１０は、Ｎｔ個のアンテナ２２４ａ～２２４ｔを備える。アクセス端末１２０ｍは
、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２ｍａ～２５２ｍｕを備え、アクセス端末１２０ｘは、Ｎ

ｕｔ，ｘ個のアンテナ２５２ｘａ～２５２ｘｕを備える。アクセスポイント１１０は、ダ
ウンリンクの送信エンティティであり、アップリンクの受信エンティティである。各ユー
ザ端末１２０は、アップリンクの送信エンティティであり、ダウンリンクの受信エンティ
ティである。ここで用いているように「送信エンティティ」は独立して動作する装置、ま
たは無線チャネルを介したデータの送信が可能なデバイスであり、「受信エンティティ」
は独立して動作する装置、または無線チャネルを介したデータの受信が可能なデバイスで
ある。以下の記述では、下付きの“ｄｎ”はダウンリンクを示す、下付きの“ｕｐ”はア
ップリンクを示し、Ｎｕｐ個のユーザ端末はアップリンク上の同時送信のために選択され
、Ｎｄｎ個のユーザ端末はダウンリンク上の同時送信のために選択され、ＮｕｐとＮｄｎ

とは等しいかもしれないし、等しくないかもしれず、そして、ＮｕｐとＮｄｎとは静的な
値であり得、または各々のスケジューリング間隔のために変更することができる。ビーム
ステアリング（beam-steering）または何らかの他の空間処理技術が、アクセスポイント
とユーザ端末とで用いられる。
【００３８】
　アップリンクでは、アップリンク伝送のために選択された個々のユーザ端末１２０で、
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ＴＸデータプロセッサ２８８がデータソース２８６からのトラフィックデータと、コント
ローラ２８０からの制御データとを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８は、ユーザ端
末のために選択されたレートに関連付けられている符号化および変調方式に基づいて、ユ
ーザ端末のためにトラフィックデータを処理（例えば、符号化、インターリーブ、変調）
し、データシンボルストリームを供給する。ＴＸ空間プロセッサ２９０は、データシンボ
ルストリーム上での空間処理を行い、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナのためのＮｕｔ，ｍ個の送
信シンボルストリームを供給する。個々の送信器ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アップ
リンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受け取り、処理（例
えば、アナログに変換、増幅、フィルタリング、周波数をアップコンバート）する。Ｎｕ

ｔ，ｍ個の送信器ユニット２５４は、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２からアクセスポイン
トに、送信のためのＮｕｔ，ｍ個のアップリンク信号を供給する。
【００３９】
　Ｎｕｐの個のユーザ端末は、アップリンク上での同時送信のためにスケジューリングさ
れ得る。それらユーザ端末の各々は、それぞれのデータシンボルストリームに空間処理を
施し、それぞれの送信シンボルストリームのセットをアップリンク上でアクセスポイント
に送信する。
【００４０】
　アクセスポイント１１０で、Ｎａｐ個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐは、アップリン
ク上で送信するＮｕｐ個のユーザ端末すべてからアップリンク信号を受信する。各アンテ
ナ２２４は、受信した信号をそれぞれの受信器ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に供給する。
各受信器ユニット２２２は、送信器ユニット２５４によって施された処理に相補的な処理
を施し、受信シンボルストリームを供給する。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Ｎａｐ個の
受信器ユニット２２２からのＮａｐ個の受信シンボルストリームに受信器空間処理を施し
、Ｎａｐ個の復元されたアップリンクデータシンボルを供給する。受信器空間処理は、チ
ャネル相関マトリックス反転（ＣＣＭＩ）、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト干渉
消去（ＳＩＣ）、または何らかの他の技術に従って行われる。個々の復元されたアップリ
ンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末が送信したデータシンボルスト
リームの推定である。ＲＸデータプロセッサ２４２は、復号されたデータを取得するため
に、そのストリームに用いられるレートに従って、個々の復元されたアップリンクデータ
シンボルストリームを処理（例えば、復調、デインターリーブ、復号）する。個々のユー
ザ端末のための復号されたデータは、格納のためのデータシンク２４４、および／または
さらなる処理のためのコントローラ２３０に供給され得る。
【００４１】
　ダウンリンクでは、アクセスポイント１１０で、ＴＸデータプロセッサ２１０が、ダウ
ンリンク送信のためにスケジューリングされたＮｄｎ個のユーザ端末のための、データソ
ース２０８からのトラフィックデータと、コントローラ２３０からの制御データとを受信
し、ことによるとスケジューラ２３４からの他のデータも受信する。様々なタイプのデー
タが異なるトランスポートチャネル上で送信され得る。ＴＸデータプロセッサ２１０は、
ユーザ端末のために選択されたレートに基づいて、各ユーザ端末のためのトラフィックデ
ータを処理（例えば、符号化、インターリーブ、変調）する。ＴＸデータプロセッサ２１
０は、Ｎｄｎ個のユーザ端末のためのＮｄｎ個のダウンリンクデータシンボルストリーム
を供給する。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎｄｎ個のダウンリンクデータシンボルスト
リームに、（本開示に記述されるように、事前符号化またはビームフォーミングのような
）空間処理を施し、Ｎａｐ個のアンテナのためのＮａｐ個の送信シンボルストリームを供
給する。個々の送信器ユニット２２２は、ダウンリンク信号を生成するために、それぞれ
の送信シンボルストリームを受け取り、処理する。Ｎａｐ個の送信器ユニット２２２は、
Ｎａｐ個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信のために、Ｎａｐ個のダウンリンク信
号を供給する。
【００４２】
　各アクセス端末１２０で、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２は、アクセスポイント１１０
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からＮａｐ個のダウンリンク信号を受信する。各受信器ユニット２５４は、関連付けられ
ているアンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを供給する。Ｒ
Ｘ空間プロセッサ２６０は、Ｎｕｔ，ｍ個の受信器ユニットからのＮｕｔ，ｍ個の受信シ
ンボルストリームに受信器空間処理を施し、ユーザ端末のための復元されたダウンリンク
データシンボルストリームを供給する。受信器空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または
何らかの他の技術に従って施される。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末のため
の復号されたデータを取得するために、復元されたダウンリンクデータシンボルストリー
ムを処理（例えば、復調、デインターリーブ、復号）する。
【００４３】
　個々のユーザ端末１２０で、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクのチャネル応答を
推定し、チャネル利得推定、ＳＮＲ推定、雑音分散、その他を含み得るダウンリンクチャ
ネル推定を供給する。同様に、チャネル推定器２２８は、アップリンクのチャネル応答を
推定し、アップリンクチャネル推定を供給する。各ユーザ端末のコントローラ２８０は、
典型的には、そのユーザ端末のためのダウンリンクチャネル応答マトリックスＨｄｎ，ｍ

に基づいて、ユーザ端末のための空間フィルタマトリックスを導出する。コントローラ２
３０は、有効なアップリンクチャネル応答マトリックスＨｕｐ，ｅｆｆに基づいて、アク
セスポイントのための空間フィルタマトリックスを導出する。各ユーザ端末のためのコン
トローラ２８０は、アクセスポイントに、フィードバック情報（例えば、ダウンリンクお
よび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定、等）を送信し得る。コン
トローラ２３０および２８０は、さらにアクセスポイント１１０およびアクセス端末１２
０で、各種処理ユニットの動作をそれぞれ制御する。
【００４４】
　ここで用いられるように、用語「レガシー」は、一般に、８０２．１１ｎ、または８０
２．１１規格の旧バージョンをサポートする無線ネットワークノードを指す。
【００４５】
　ある技術がここでＳＤＭＡに関連して説明されるが、当業者は、この技術が、ＳＤＭＡ
、ＯＦＤＭＡ、ＣＤＭＡ、およびそれらの組み合わせのような、あらゆるタイプの多重ア
クセススキームを利用するシステムにおいて一般に適用されうることを認識するだろう。
【００４６】
　以下に続く詳細な説明において、本開示の様々な態様が、直交周波数分割多重化（ＯＦ
ＤＭ）のような任意の適切な無線技術をサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明さ
れる。ＯＦＤＭは、正確な周波数で間隔を隔てられた多数の副搬送波にわたってデータを
分布させるスペクトル拡散技術である。この間隔を隔てることは、受信器が副搬送波から
のデータを復元できるようにする「直交性」を提供する。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ
８０２．１１、またはその他何らかのエアインタフェース規格を実装しうる。その他の適
切な無線技術は、例として、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ
）、もしくはその他任意の適切な無線技術、または適切な無線技術の任意の組み合わせを
含む。ＣＤＭＡシステムは、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、ＩＳ－８５６、広帯域ＣＤＭ
Ａ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、またはその他何らかの適切なエアインタフェース規格を
実装しうる。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（
登録商標））またはその他何らかの適切なエアインタフェース規格を実装しうる。当業者
であれば、本開示の様々な態様が、任意の特定の無線技術および／またはエアインタフェ
ース規格に限定されないことを容易に認識するだろう。
【００４７】
　以下は、本開示に亘って用いられる頭字語のリストである。　
　　　Ａ－ＭＰＤＵ．．．集められた媒体アクセス制御プロトコルユニット（Aggregated
 Media Access Control Protocol Data Unit）　
　　　ＡＣ．．．．．．．アクセスカテゴリ（Access Category）　
　　　ＡＩＤ．．．．．．関連付け識別子（Association Identifier）　
　　　ＡＩＦＳ．．．．．調停フレーム間スペース（Arbitration Interframe Space）　
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　　　ＡＰ．．．．．．．アクセスポイント（Access Point）　
　　　ＡＰＩＤ．．．．．アクセスポイント識別子（Access Point Identifier）　
　　　ＢＡ．．．．．．．ブロックアック（Block Ack）　
　　　ＢＡＲ．．．．．．ブロックアック要求（Block Ack Request）　
　　　ＢＳＳ．．．．．．基本サービスセット（Basic Service Set）　
　　　Ｃ．．．．．．．．制御（Control）　
　　　ＣＦ－Ｅｎｄ．．．コンテンションフリーエンド（Contention Free End）　
　　　ＣＳＩ．．．．．．チャネル状態情報（Channel State Information）　
　　　ＣＴＳ．．．．．．送信可（Clear to Send）　
　　　ＣＷ．．．．．．．コンテンションウィンドウ（Contention Window）　
　　　ＤＡ．．．．．．．宛先アドレス（Destination Address）　
　　　ＤＩＦＳ．．．．．分配調整機能フレーム間スペース（Distributed Coordination
 Function Interframe Space）　
　　　ＤＳＣ．．．．．．決定論的なスロットカウント（Deterministic Slot Count）　
　　　ＥＤＣＡ．．．．強化された分配チャネルアクセス（Enhanced Distributed Chann
el Access）　
　　　ＦＣＳ．．．．．．フレームチェックシーケンス（Frame Check Sequence）　
　　　ＧＳＴ．．．．．．保証された開始時刻（Guaranteed Start Time）　
　　　Ｌ－ＳＩＧ．．．．レガシー信号フィールド（Legacy Signal field）　
　　　ＭＡＣ．．．．．．媒体アクセス制御（Media Access Control）　
　　　ＭＣＳ．．．．．．変調符号化スキーム（Modulation Coding Scheme）　
　　　ＭＩＭＯ．．．．．他入力他出力（Multiple Input Multiple Output）　
　　　ＭＵ．．．．．．．マルチユーザ（Multi-User）　
　　　ＮＡＶ．．．．．．ネットワーク割り当てベクトル（Network Allocation Vector
）　
　　　Ｎｓｔｓ．．．．．空間時間ストリームの数（Number of Space Time Streams）　
　　　ＯＦＤＭ．．．．．直交周波数分割変調（Orthogonal Frequency Division Modula
tion）　
　　　ＯＦＤＭＡ．．．．直交周波数分割多元接続（Orthogonal Frequency Division Mu
ltiple Access）　
　　　ＰＨＹ．．．．．．物理レイヤ（Physical Layer）　
　　　ＰＩＦＳ．．．．．ポイント調整機能フレーム間スペース（Point Coordination F
unction Interframe Space）　
　　　ＳＤＭＡ．．．．．空間分割多元接続（Spatial-Division Multiple Access）　
　　　ＳＩＦＳ．．．．．短いフレーム間スペース（Short Interframe Space）　
　　　ＳＩＧ．．．．．．信号（Signal）　
　　　ＳＴＡ．．．．．．局（Station）　
　　　ＳＵ．．．．．．．単一ユーザ（Single User）　
　　　ＴＣＰ．．．．．．伝送制御プロトコル（Transmission Control Protocol）　
　　　ＴＤＬＳ．．．．．トンネル化されたダイレクトリンクセットアップ（Tunneled D
irect Link Setup）　
　　　ＴＸＯＰ．．．．．伝送機会（Transmit Opportunity）　
　　　ＶＳＬ．．．．．．超短スロット（Very Short Slot）　
　　　ＷＬＡＮ．．．．．無線ローカルエリアネットワーク（Wireless Local Area Netw
ork）
　ＩＥＥＥ　８０２．１１－２００７およびＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ－２００９の参考
文献は、追加の情報を提供し、また、それら全体は参照することによってここに組み込ま
れる。
【００４８】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）における問題は、いくつかの受信器か
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らの応答伝送機会（ＴＸＯＰ）をいかに効率的に編成するかである。受信器は、空間分割
多元接続（ＳＤＭＡ）または直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）によって、その後に
ＢＡフレームまたは他のアップリンクトラフィックを伴って応答する必要があるダウンリ
ンクデータを並列に受信し得る。ＳＤＭＡは、マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ）とも称される。ＯＦＤＭＡは、マルチユーザ直交周波数分割変調（ＯＦＤＭ）とも称
され得る。
【００４９】
　この問題に対する前の解決策は、ダウンリンク伝送の後に、指定されたタイムスロット
を対応した局に供給することに依存したが、これには潜在的な欠点があり得る。例として
、アップリンクのＰＨＹレートおよびデータ量が未知であるので、ＡＰはスロットの最適
な長さが分からない。別の例として、タイムスロット情報が局で受け取られない場合、そ
の後、タイムスロットは浪費される。ＰＨＹレートはＡＰによって指定することができる
が、これは、典型的には、堅実すぎる推定で、したがって長すぎる応答スロットに帰着す
る。
【００５０】
　この問題のための解決策は、例えば、ダウンリンク伝送に埋め込まれている決定論的な
スロットカウント（ＤＳＣ）フィールドによって、対応した受信器に決定論的なバックオ
フを供給することである。ＡＰによってダウンリンクＳＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵが送信され
るとき、対応した局のそれぞれには、個々のバックオフカウントが割り当てられる。決定
論的なスロットカウントは、ＤＳＣフィールドを含むダウンリンク伝送の受信の後に対応
した受信器によってカウントダウンされ、それにより、結果として、正常なＥＤＣＡバッ
クオフが使用される場合、ＡＩＦＳ＋１スロットによって分離されたアップリンク伝送と
なる。そのＤＳＣが０に達する場合、各局はそれぞれの応答を送信する。このように、各
局は、従来のコンテンションプロトコルを使用するが、割り当てられた決定論的なバック
オフカウントに従って、チャネルを争う。（これに対して、従来のコンテンションでは、
局はバックオフカウントをランダムに選ぶ。）ある態様では、ＥＤＣＡは、ＡＩＦＳもス
ロットとしてカウントするために変更され得、図３に示されるように、戻りフレームの間
隔３５０がＰＩＦＳに削減されることを可能にする。
【００５１】
　図３のフレーム交換シーケンスは、最長のダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰの期間のた
めの、ＮＡＶを設定するＣＴＳで開始する。ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰは、可能な
制御フレームを含む、ＳＴＡ１－ＳＴＡ４のためのダウンリンクデータを含む。ＢＡＲフ
レームは、Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋを要求するためにＡ－ＭＰＤＵに含まれる。ＤＳＣフレー
ム（または要素）は、戻りＴＸＯＰのためのスロットカウントを示す。ＤＳＣフィールド
は包括的な制御フレーム（Ｃ－フレーム）内部で運ばれ得る。ダウンリンクフレームに関
するＡｃｋポリシーは、ＳＩＦＳ応答が引き出されない（ダウンリンクデータに関するＡ
ｃｋポリシーはＢｌｏｃｋ　Ａｃｋに設定し、ＢＡＲに関するＡｃｋポリシーはＮｏ　Ａ
ｃｋに設定され、ＤＳＣフレームに関するＡｃｋポリシーはＮｏ　Ａｃｋに設定される）
ようにすることである。
【００５２】
　決定論的なバックオフは、それぞれ対応した局に、その戻りＴＸＯＰのバックオフのた
めの予め決められたスロットカウントを供給することを指す。
【００５３】
　ある態様では、ＤＳＣフィールドの存在は、ＤＳＣフィールドを受信する、対応した局
のためのＮＡＶを終了する暗黙のＣＦ－Ｅｎｄとして機能し得る。ＮＡＶは、最長のダウ
ンリンク伝送を著しく超える期間のためのＳＤＭＡ送信に先立って、ＣＴＳによって設定
され得る。（ＤＳＣフィールドによって）対応した局のみのためのＮＡＶを切り縮めるこ
とは、対応した局に、ＳＤＭＡ送信で対応せず、ＤＳＣフィールドを受け取らなかった他
の競争者（または局）を超える優先権アクセスを供給する。アップリンクＴＸＯＰの後、
ＮＡＶ全体は、ＣＦ－Ｅｎｄフレームによって切り縮められ得る。図４に示すように、Ｃ
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Ｆ－Ｅｎｄフレーム４０２は、それに、戻りＴＸＯＰ４０４の数足す１と等しい決定論的
なスロットカウントを供給することにより、アップリンクの戻りＴＸＯＰの最後にスケジ
ューリングされ得る。
【００５４】
　図４のフレーム交換シーケンスは、ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰの期間を超える期
間のためのＮＡＶを設定するＣＴＳで開始する。ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰは、可
能な制御フレームを含む、ＳＴＡ１－ＳＴＡ４のためのダウンリンクデータを含む。ダウ
ンリンクフレームに関するＡｃｋポリシーはＳＩＦＳ応答が引き出されないようにするこ
とである。ダウンリンクデータに関するＡｃｋポリシーはＢｌｏｃｋ　Ａｃｋに設定され
る。ＢＡＲフレームは、Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋを要求するために含まれる。ＢＡＲに関する
Ａｃｋポリシーは、Ｎｏ　Ａｃｋに設定される。ＤＳＣフレーム（または要素）は、戻り
ＴＸＯＰのためのスロットカウントを示す。ＤＳＣフレームに関するＡｃｋポリシーはＮ
ｏ　Ａｃｋに設定される。ＤＳＣは対応したＳＴＡのためのＮＡＶを切り縮める。ＤＳＣ
は、最長のＳＤＭＡ送信の後にバックオフを開始するために、ＮＡＶの最小期間を含み得
る。
【００５５】
　ある態様では、アップリンクＴＸＯＰは、応答トラフィックのみに制限される必要がな
い。図５に示されるように、アップリンクデータは、例えば、Ａ－ＭＰＤＵ ５０２の形
で含まれ得る。ＡＰは、Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋ５０４のような、即時のフィードバック、ア
ップリンクＡ－ＭＰＤＵＩの後のＳＩＦＳを送信し得る。
【００５６】
　シーケンスは、ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰの期間を超える期間のためのＮＡＶを
設定するＣＴＳで始まる。ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰは、ＳＴＡ１－ＳＴＡ４のた
めのダウンリンクデータを含むＡ－ＭＰＤＵと、ＢＡＲのような制御フレームとを含む。
ダウンリンクフレームに関するＡｃｋポリシーは、ＳＩＦＳ応答が引き出されないように
することである。ダウンリンクデータに関するＡｃｋポリシーは、Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋに
設定される。ＢＡＲフレームはＢｌｏｃｋ　Ａｃｋを要求するために含まれる。ＢＡＲに
関するＡｃｋポリシーは、Ｎｏ　Ａｃｋに設定される。ＤＳＣフレーム（または要素）は
、戻りＴＸＯＰのためのスロットカウントを示す。ＤＳＣフレームに関するＡｃｋポリシ
ーは、Ｎｏ　Ａｃｋに設定される。ＤＳＣは、対応したＳＴＡのためのＮＡＶを切り縮め
る。ＤＳＣは、最長のＳＤＭＡ送信の後にバックオフを開始するために、ＮＡＶの最小期
間を含み得る。ＳＴＡ１は、ダウンリンクＳＤＭＡ送信の後に生じる、第１のＰＩＦＳ５
０６の間にカウントダウンする、１つのスロットの決定論的なスロットカウントを受信す
る。ＳＴＡ１は、ＢＡフレームおよびアップリンクデータＭＰＤＵを含むＡ－ＭＰＤＵ５
０２を送信する。アップリンクデータＭＰＤＵは、暗黙のＢＡＲ　Ａｃｋポリシーを使用
し得る。ＡＰは、要求されたＢＡのフレームを備えるアップリンクＡ－ＭＰＤＵの後にＳ
ＩＦＳに応答する。そして、ＳＴＡ２はダウンリンクＢＡフレーム５０４の後に、その応
答フレームＰＩＦＳを送信する。そして、ＳＴＡ３は、ＳＴＡ２応答フレームの後にその
応答フレームＰＩＦＳを送信する。そして、ＳＴＡ４は、ＳＴＡ３応答フレームの後にそ
の応答フレームを送信する。
【００５７】
　ある態様では、図６に示すように、決定論的なバックオフによる戻りＴＸＯＰも、非Ｓ
ＤＭＡフレーム６０２によって示され得る。
【００５８】
　戻りＴＸＯＰのための決定論的なバックオフを備えるダウンリンクＳＤＭＡ交換シーケ
ンスは、長いＮＡＶを設定するＤＳＣフレーム６０２で始まる。ＤＳＣフレームは、ＳＴ
Ａ１－ＳＴＡ３のための決定論的なバックオフを示す。ＤＳＣは、暗黙に、ＳＴＡ１－Ｓ
ＴＡ３のためのＮＡＶを切り縮める（または、ＮＡＶを設定するフレームがＤＳＣフレー
ムであるので、ＮＡＶは設定されない）。第１の空のバックオフスロット６０４の後、Ｓ
ＴＡ１は、少なくとも１つのデータＭＰＤＵを含むアップリンクＡ－ＭＰＤＵを送信する
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。データＭＰＤＵは暗黙のＢＡＲ　Ａｃｋポリシーを有する。ＡＰはアップリンク伝送の
終了の後にＢＡフレーム６０６　ＳＩＦＳで応答する。図６に示すように、同様の伝送パ
ターンがＳＴＡ２およびＳＴＡ３のために発生する。最後に、ＡＰは、ＳＴＡ３のための
ＢＡフレームの後に、ＣＦ－Ｅｎｄ６０８　ＰＩＦＳで応答する。これは、ＤＳＣフレー
ムの受信者ではない他の局のためのＮＡＶを終了する。
【００５９】
　ＳＩＦＳ時間が削減される場合、決定論的なバックオフによる戻りＴＸＯＰはさらに効
率的になり得る。これは、戻りＴＸＯＰの位相が、ＤＳＣフレームの、対応した受信者だ
けに切り縮められるＮＡＶを設定することによって、規則的な争い（contention）と混じ
り合っていない場合に、後方の適合性の問題なしに可能である。ＮＡＶを設定することと
、デバイスの部分集合でそれを選択的に切り縮めることとは、選択されたデバイスの部分
集合だけが、バックオフがカウントダウンできる間に、媒体アイドル状態を検知する状況
を作る。その一方で、他のデバイスは、仮想の搬送波検知（例えば、ＮＡＶ）が、媒体が
使用中であることを示すので、そのバックオフをカウントダウンすることをやめることが
できる。
【００６０】
　ＡＰは、コンテンションプロセスを合理化するためにＤＳＣフレームを自主的に送信し
得る。ＡＰは、コンテンションがあるしきい値を超えたことを観測した場合、コンテンシ
ョンを削減し、かつチャネルアクセスの効率を改善するために、ＤＳＣフレームを送信し
始め得る。典型的なしきい値は、ＡＰによって経験されるように、１０％の衝突レートで
ある。ＡＰは、ＤＳＣフレームを送信するために優先アクセスを使用し得るが、ＡＰは、
新しいノードやＤＳＣに含まれていないノードもチャネルにアクセスし得るように、十分
な空のバックオフスロットを周期的に挿入することを保証しなければならない。
【００６１】
決定論的なスロットカウント（ＤＳＣ）　
　決定論的なスロットカウント（ＤＳＣ）は一般に、ＳＴＡによって応答ＴＸＯＰに先行
するバックオフのために、ＳＴＡに決定論的なスロットカウントを供給することを示す。
図７に示されるように、応答ＴＸＯＰ７０２は、制御および／またはデータフレーム（ア
ップリンクもしくはダイレクトリンク）の送信に用いることができる。
【００６２】
　ある態様では、図７に示されるように、ＥＤＣＡは、ＤＩＦＳと等しいＡＩＦＳと共に
使用され得る。０のＤＳＣを受信したＳＴＡ１は、ＤＳＣを含むダウンリンク伝送が終わ
った後に中間のＤＩＦＳにアクセスする。１のＤＳＣを受信したＳＴＡ２は、ＳＴＡ１に
よって始められたＴＸＯＰが終わった後に中間のＤＩＦＳ＋１スロットにアクセスする。
２のＤＳＣを受信したＳＴＡ３は、ＳＴＡ２等によって始められたＴＸＯＰの後に中間の
ＤＩＦＳ＋１スロットにアクセスする。最初と後のＴＸＯＰのギャップサイズの差は、Ａ
ＩＦＳが規則的なＥＤＣＡ内のバックオフスロットとしてカウントされないという事実に
よって引き起こされる。したがって、０スロットのバックオフだけが、結果として、ＤＩ
ＦＳギャップ（または、一般にＡＩＦＳ）になり、どのような非０バックオフも、結果と
して、少なくともＤＩＦＳ＋１スロット（または、一般にＡＩＦＳ＋１スロット）のギャ
ップになる。
【００６３】
　ある態様では、図８に示されるように、戻りＴＸＯＰの間のギャップは、ＰＩＦＳと等
しいＡＩＦＳの設定による１つのスロットによって削減することができる。
【００６４】
　全ギャップ９０２が同じ期間を有するために、ＡＩＦＳがバックオフスロットとしてカ
ウントされるように、ＥＤＣＡが修正され得る。これはＡＩＦＳ＝ＰＩＦＳのために図９
に示されている。０のバックオフはもはやこの場合有効なバックオフではなく、したがっ
て、最も小さなＤＳＣは１である。
【００６５】
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　アップリンクＴＸＯＰの間のＰＩＦＳギャップは、ＮＡＶが、媒体にアクセスする前に
、より長い期間を待たなければならない他の競争者との衝突を回避するように要求されて
いないために、媒体への優先権アクセスを許す。ギャップ１００２がＰＩＦＳより大きい
場合、図１０に示されるように、その後、ＮＡＶが要求される。ＤＳＣフィールドの存在
は、そのフィールドの受信器で、暗黙にＮＡＶをリセットする。ＮＡＶ全体は、ＡＰによ
って送信されるＣＦ－Ｅｎｄフレーム１００４によってリセットされる。ＣＦ－Ｅｎｄフ
レームは最長のＤＳＣの後の１つのスロットでの送信がスケジューリングされるので、Ｃ
Ｆ－Ｅｎｄは、この例の中の４のＤＳＣを有する。
【００６６】
　ＳＴＡがＤＳＣを受け取らなかったか、他のいくつか理由によって、ＴＸＯＰが発生し
ないとき、その結果として追加の空きスロットがある。これは図１１に示すように、ＴＸ
ＯＰ ＳＴＡ２とＴＸＯＰ ＳＴＡ４の間のギャップ１１０２のところが、追加の空きスロ
ットを有する。
【００６７】
　トラフィックスケジューリングのＥＤＣＡモデルに近接し続けるために、ＤＳＣは、ダ
ウンリンクトラフィックのＡＣと同一であるか、媒体がアイドルに維持されるべき内部コ
ンテンションを勝ち取ったＡＣである、特定のアクセスカテゴリ（ＡＣ）に適用すること
ができる。ＢＡのような制御トラフィックは戻りＴＸＯＰに加えられるべきである。
【００６８】
　他の内部キュー（すなわち、アクセスカテゴリ）が、ＤＳＣ ＡＣが行う前に、ＴＸＯ
Ｐを有することを回避するために、ＤＳＣ ＡＣのＡＩＦＳには、ＤＳＣバックオフ中に
、ＰＩＦＳと等しいＡＩＦＳが割り当てられ得る。ＤＳＣバックオフが終了するとき、Ａ
ＩＦＳはオリジナルの値にリセットされ、コンテンションは、ＤＳＣバックオフの前に存
在したＣＷを備えるＥＤＣＡルールに従う。
【００６９】
　ＤＳＣ ＡＣのＡＩＦＳがＰＩＦＳに設定される場合、その後、ＤＳＣ ＡＣは、媒体上
の、且つ内部ＡＣ（ＰＩＦＳと等しいＡＩＦＳを使用するＡＰだけを仮定する）を超える
優先権を有する。これは、ＣＦ－Ｅｎｄが必要ではないが、ＡＰが、ＡＩＦＳ＝ＰＩＦＳ
を備える内部ＡＣのためのバックオフを修正する必要があることを意味する。これらのＡ
Ｃのためのバックオフは、与えられている最大のＤＳＣだけ増加されなければならない（
上記の例において、バックオフは３だけインクリメントされる必要がある）。内部バック
オフを修正することは、ＡＰ ＡＣが、ＳＴＡからＤＳＣ ＴＸＯＰに干渉することを回避
する。ＳＴＡがさらに、ＰＩＦＳと等しいＡＩＦＳを使用する場合、それらはさらにそれ
らのバックオフをインクリメントする必要がある。この目的のために、最も高いＤＳＣは
、ＤＳＣフレーム（ＳＴＡに渡されている実際のＤＳＣの隣）内に含まれる必要がある。
【００７０】
　ＡＰが成功したＴＸＯＰを有したという事実は、システム内に０に等しいバックオフが
ないことを示す。もしあれば、それは衝突を引き起こしていただろうが、衝突がなかった
ので、システム内に０に等しいバックオフはありえない。したがって、ＰＩＦＳ／ＤＩＦ
Ｓギャップのいずれも、未決定のバックオフをデクリメントしない（ＡＰが、ＰＩＦＳを
使用するネットワーク内のただ一つのシステムであると仮定する）。
【００７１】
　もし別のＡＰが同じチャネル上でＰＩＦＳ ＡＩＦＳを使用しなければ、これはすべて
うまくいく。その場合に、選択的なリセットを備えるＮＡＶと、ＣＦ－Ｅｎｄとは、上述
されたように使用されなければならない。しかしながら、ＡＰがＮＡＶをＣＴＳフレーム
の送信器として内部的に設定しないので、ＡＰはさらにＰＩＦＳ ＡＩＦＳを使用するそ
れ自身のＡＣに、最大ＤＳＣを加えなければならない。
【００７２】
　戻りトラフィックがＢＡフレームだけ（または、一般に１つのＰＨＹプロトコルデータ
ユニット（ＰＰＤＵ））に制限される場合、その後、決定論的なスロットカウント（ＤＳ
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Ｃ）は、ＳＴＡがそのＢＡを送信し得るＢＡスロットｉを示すと解釈することができる。
ＳＴＡは、ダウンリンクＳＤＭＡ送信が終わった後に、フレームの数をカウントし、先行
するｉ個のフレーム（つまり、前のＳＴＡからのフレーム）の後に、ＳＴＡはそのＢＡフ
レームを送信する。これは図１２に示される。
【００７３】
　アップリンクＢＡのフレームの間の間隔１２０２は、この場合、ＳＩＦＳと同じくらい
短くなり得、またはＳＴＡで合意されたＲｘ－ｔｏ－Ｔｘターンアラウンド時間によって
可能になるだけさらに短くできる。インデックスｉは、デバイス識別子がダウンリンクＳ
ＤＭＡ送信で生じる順序に暗黙に由来し得る。バックオフをカウントダウンする他のデバ
イスに、十分に長いギャップが生じないので、ＮＡＶの設定は必要ではない。
【００７４】
　フレーム交換シーケンスは、図１２に示されるように、最長のダウンリンクＳＤＭＡ 
ＴＸＯＰの期間のためのＮＡＶを設定し得るＣＴＳ（図示せず）で始まり得る。ダウンリ
ンク伝送の期間がダウンリンクＳＤＭＡ送信のＰＨＹヘッダ内で示され、またシーケンス
全体の間にギャップが生じないかもしれないので、ＮＡＶの設定は厳密には必要でない。
ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰは、可能な制御フレームを含むＳＴＡ４によって、ＳＴ
Ａ１のためのダウンリンクデータを含み得る。ＢＡＲフレームは、ＳＤＭＡ送信の後に返
されるＢＡのフレームを要求するために、Ａ－ＭＰＤＵに含まれ得る。ＤＳＣフレーム（
または要素）は、各ＳＴＡに、ＢＡを送信するためのスロットカウントを示す。ダウンリ
ンクフレームに関するＡｃｋポリシーは、ことによると第１のＢＡを送信するように意図
されるＳＴＡに送られるダウンリンクフレームを例外として、ＳＩＦＳ応答が引き出され
ないようにする。ダウンリンクデータＭＰＤＵに関するＡｃｋポリシーはＢｌｏｃｋ　Ａ
ｃｋに設定され得、ＢＡＲ ＭＰＤＵに関するＡｃｋポリシーはＮｏ　Ａｃｋに設定され
得、ＤＳＣフレームに関するＡｃｋポリシーはＮｏ　Ａｃｋに設定され得る。
【００７５】
　１以上のＳＴＡは、例えば、先行するフレームを送るべきだったＳＴＡがＤＳＣを受け
取らなかった場合、先行する送信は全く存在しないかもしれず、また１以上の先行する送
信を受け取らないかもしれない。ある態様では、そのようなイベントから復旧するために
、ＡＰは、各ＳＴＡに、ＳＴＡによって受け取られた先のフレームの数に関係なく、ＢＡ
の送信が始まり得る時間を供給し得る。このコンテキスト中のフレームの受信は、レガシ
ー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドの正確な受信として定義され得る。このコンテキスト中
のフレームの受信はＰＨＹヘッダの正確な受信として定義され得る。この時間は保証され
た開始時刻（ＧＳＴ）とも称され得る。保証された開始時刻も、ＢＡフレームの既知の最
大期間と組み合わせて、割り当てられたＤＳＣに基づいてＳＴＡで導出され得る。この最
大期間はＤＳＣ情報の一部として含まれ得、または、他の手段を通してＡＰによって配布
され得る。
【００７６】
　図１３に示されるように、１以上の先行するフレームを受け取らなかったＳＴＡは、そ
の保証された開始時刻１３０２，１３０４でそのＢＡを送信する。先行するフレームが対
応したＳＴＡの部分集合のみによって受け取られなければ、その部分集合の内の対応した
ＳＴＡだけが、それらの保証された開始時刻１４０２で送信し、その一方で（先行するフ
レームをすべて受け取った）他の対応したＳＴＡは、それら先行するフレームの後にＳＩ
ＦＳを送信する。これは、図１４において、ＳＴＡ３がＳＴＡ２（ＢＡ２）からフレーム
を受信しなかったが、ＳＴＡ４がそれを受信したところに示されている。したがって、Ｓ
ＴＡ３がその保証された開始時刻で送信する一方で、ＳＴＡ４は、ＳＴＡ３（ＢＡ３）か
らの送信１４０４の後にＳＩＦＳを送信する。
【００７７】
　あるいは、ある態様では、ＰＩＦＳよりも大きなギャップが生じる（ＰＩＦＳが、ＳＩ
ＦＳ期間にスロット時間を足した時間と等しい）とき、後続するＳＴＡがその送信する権
利を失うというルールと組み合わせられた、抜けているフレームのケースで、代替メカニ
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ズムがないかもしれない。これは、図１５において、ＳＴＡ３がギャップを引き起こして
抜けている後に、ＳＴＡ４がその送信する権利を失っているところに示されている。
【００７８】
　ある態様では、ギャップが生じる場合、ＡＰは、応答しなかったチェーン内のＳＴＡに
ＢＡＲフレームを送信し得、また、ＡＰはダウンリンクトラフィックを送信し続け、抜け
ているＳＴＡが後続するＢＡチェーン内でそれらのＢＡを送信することを期待し得る。Ｓ
ＴＡがそのＢＡを送信する確率を増加させるために、ＡＰは、チェーン中のＳＴＡの順序
を変更し得る。
【００７９】
　あるいは、ある態様では、図１６に示されるように、チェーンの途切れ（breaking）を
回避するために、ＰＩＦＳと等しいギャップ１６０４が生じる場合、ＡＰは短い送信１６
０２で介入し得る。
【００８０】
　短い送信１６０２は、ＡＰで扱われるＡＣＫフレームであり得る。チェーン内の後続す
るＳＴＡは、この場合、さらに送信する。ＤＩＦＳと等しいギャップが生じる場合にＳＴ
Ａがそれらの送信する権利を失うというルールが加えられ得る。
【００８１】
　言及された間隔の各々は異なる間隔であり得る。例えば、シーケンス内のＳＴＡが、先
行するフレームのデータ部分中で（または先行するＰＨＹヘッダの有効な信号フィールド
を受け取った後のあらゆる時間で）ＲｘからＴｘへのターンアラウンドを開始し得るので
、ＳＩＦＳ間隔は、より短い間隔であり得る。
【００８２】
　説明の目的のために、図１７は、中でＢＡＲフレーム１７０４を送ることにより、ＡＰ
によって各ＢＡフレーム１７０２が求められる、ポーリングされるシナリオを示す。
【００８３】
　シーケンシャルなＡＣＫ１８０２と、スケジューリングされるＡＣＫ１８０４と、ポー
リングされるＡＣＫ１８０６との間の比較が、図１８に示される。ポーリングされるＡＣ
Ｋで、ＡＰは、ＢＡＲフレームを送ることによって、各ＢＡフレームについて個別にポー
リングする。この方法は、図１８に示されるように、最も高いオーバーヘッドを有する。
スケジューリングされるＡＣＫで、ＡＰは、応答フレームを送信することができる固定の
タイムスロットをスケジューリングする。図１８に示されるように、スケジューリングさ
れたＡＣＫのオーバーヘッドは、ポーリングされたＡＣＫより低いが、シーケンシャルな
ＡＣＫよりもまだ高い。
【００８４】
　Ａ－ＭＰＤＵを使用して、ＢＡフレームにデータを集めることができる場合、シーケン
シャルなＡＣＫとスケジューリングされたＡＣＫの間のオーバーヘッドの差は増加する。
あまりにも長い応答フレームを回避するために、長さ制限が応答Ａ－ＭＰＤＵに課され得
る。長さ制限は、ビットまたは時間という形で表現され得る。とりわけ、応答フレームに
ＴＣＰ　Ａｃｋフレームを集めることに興味を起こさせ得る。
【００８５】
　ＡＰは、受信された応答Ａ－ＭＰＤＵに応じて応答フレームを送信し得る。この場合、
ＳＴＡは、それらのスロットに先立つフレームの数の２倍（２×ｉ）をカウントしなけれ
ばならない。
【００８６】
　ＡＰによる単一のダウンリンク伝送がいくつかのＳＴＡからの送信によって応答される
場合、シーケンシャルなＡＣＫは、様々なプロトコルの中で使用することができる。例え
ば、図１９を参照すると、ＡＰによるダウンリンク伝送は、打診リクエストフレーム１９
０２であり得る。アップリンク応答フレームは、打診応答フレーム１９０４であり得る。
これら応答フレームは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を含み得る。
【００８７】
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　一般に、シーケンシャルなＡＣＫは、１つの送信２００２（ブロードキャストまたは並
列）に、異なるＳＴＡからのいくつかの応答送信２００４が後続する場合に使用すること
ができる。これは図２０に示される。
【００８８】
　図２１は、本開示のある態様に従って、戻り送信のための決定論的なバックオフを含み
得る、ＡＰからダウンリンク伝送を受信するための動作例を示す。この動作は、例えば、
ＡＰからダウンリンク伝送（例えば、ＳＤＭＡによる）を受信する多数の局のうちの１つ
によって行われ得る。
【００８９】
　この動作は、２１０５で、決定論的なスロットカウントを含むダウンリンク伝送を受信
することにより始まる。２１１０で、決定論的なスロットカウントの少なくとも一部に基
づいて、戻りフレームを送信する伝送機会のタイミングが決定される。任意で（図２１の
破線によって示されるように）、２１１５で、戻りフレームは決定された伝送機会に送信
され得る。
【００９０】
　図２２は、本開示のある態様に従って、戻り送信のための決定論的なバックオフを含み
得るＡＰからダウンリンク伝送を送信するための動作例を示す。この動作は、例えば、多
数の局に（例えば、ＳＤＭＡを介して）ダウンリンク伝送を送信するＡＰによって、行わ
れ得る。
【００９１】
　この動作は、２２０５で、１以上の局に、ダウンリンク伝送のためのＮＡＶを設定する
ことによって始まる。２２１０で、伝送機会を決定する際に、局によって用いられる決定
論的なスロットを含むダウンリンク伝送が局に送信される。２１１５で、ＮＡＶ設定の終
了に先立って、決定された伝送機会に送信されたアップリンク伝送が、局から受信され得
る。
【００９２】
　図２３は、本発明のある態様に従って、戻り伝送のための決定論的なバックオフを含み
得るＡＰから、ダウンリンク伝送を受信する方法の例を示す。動作２３０５では、局宛て
の情報を含む、ダウンリンクＳＤＭＡ Ａ－ＭＰＤＵを受信する。そして、動作２３１０
が行われる。動作２３１０は、受信されたＳＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵが、そのＴＸＯＰのた
めに、局によって使用される決定論的なスロットカウントを含むＤＳＣフィールドを含む
かどうか判定する。
【００９３】
　動作２３１０が、ダウンリンク伝送が決定論的なスロットカウントを含まないと判定し
た場合、この方法は終了する。動作２３１０が、ダウンリンク伝送に含まれる決定論的な
スロットカウントがあると判定した場合、動作２３１５は、局によって使用される決定論
的なスロットカウントを復元するために実行される。そして、動作２３２０が実行される
。動作２３２０では、ダウンリンク伝送が受け取られるとすぐに、局は決定論的なスロッ
トカウントをカウントダウンする。そして、動作２３２５が実行される。動作２３２５で
は、局はダウンリンク伝送に応じて、その戻りフレームを送る。ある態様では、戻りフレ
ームはＢＡフレームであり得る。他の態様では、戻りフレームは、ＢＡとアップリンクデ
ータとを含むＡ－ＭＰＤＵであり得る。その後、方法は終了する。
【００９４】
　図２４は、本発明のある態様に従って、ダウンリンク伝送に使用され得る決定論的なバ
ックオフチャネルアクセスのための方法の例を示す。動作２４０５で、ＡＰは最長のダウ
ンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰのためにＮＡＶを設定する。ダウンリンクＳＤＭＡ ＴＸＯＰ
は、いくつかの局のためのダウンリンクデータを含み得る。ある態様では、ＮＡＶがＣＴ
Ｓフレームの一部として送信され得る一方で、他の態様では、ＮＡＶは、ＤＳＣフレーム
のような非ＳＤＭＡフレーム内で送信され得る。
【００９５】
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　動作２４０５の後、動作２４１０が行われる。動作２４１０では、ＤＳＣフィールドを
含むＳＤＭＡ Ａ－ＭＰＤＵのようなダウンリンク伝送が送られる。そして、動作２４１
５が行われる。動作２４１５では、対応した局のうちの１つからアップリンクデータが受
信される。そして、動作２４２０が行われる。動作 ２４２０では、アップリンクフレー
ムが、その伝送内にＢＡＲが含まれているかどうか判定するためにチェックされる。動作
２４２０が、ＢＡＲが伝送に含まれていると判定した場合、動作２４２５が行われる。そ
うでなければ、動作２４３０が行われる。
【００９６】
　動作２４２５では、ＢＡが送信される。そして、動作２４３０が行われる。動作２４３
０では、アップリンクデータを送る必要がある追加の局があるかどうかが判定される。ア
ップリンクデータを送る必要がある追加の局がある場合、動作２４１５が行われる。動作
２４３０がアップリンクデータを送る必要がある追加の局がないと判定した場合、動作２
４３５が行われる。
【００９７】
　動作２４３５では、任意のＣＦ－ＥＮＤフレームが送信され得る。そして、この方法は
終了する。
【００９８】
省電力を備えるＤＳＣ　
　電力を節約するために、媒体に打診するＳＴＡは、（ＭＣＳがＳＴＡによってサポート
されていないので）ＭＡＣ部分を受信することができないとき、またはＤＡがＳＴＡ　Ｍ
ＡＣアドレスと一致しないとき、ＰＨＹヘッダ内で示される期間のために、それらの受信
器のスイッチを切り得る。受信エラーが生じる場合、後者がさらに生じるかもしれない。
ＦＣＳが受信されないので、受信エラーは確認することができないが、これは不完全で、
したがって、異なるＭＡＣアドレスは成功した受信を導かないので重要ではない。
【００９９】
アクセスポイント識別子を備える物理レイヤヘッダ　
　局（ＳＴＡｓ）が、当該局が送信を許可された順序に割り当てられる、上述された分配
されたチャネルアクセス方式では、ある態様のために、先行するフレームの数をカウント
することによって、送信の機会が決定され得た。しかしながら、オーバーラップするネッ
トワークが、ＳＴＡのうちの１つに近接して配置された場合、そのネットワークからの送
信は、シーケンス内のＳＴＡのうちの１つからの先行する送信として解釈されるかもしれ
ない。これは、ＳＴＡに、もしかすると誤った機会に無線媒体にアクセスさせるかもしれ
ず、また、ＳＴＡは、これが起こるとき、オーバーラップするネットワークに部分的に同
期されるようになり得る。
【０１００】
　したがって、必要なものは、ＳＴＡが誤った機会に送信することを防ぐための技術およ
び装置である。
【０１０１】
　ある態様については、物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダは、ＳＴＡに関連付けられる基本サ
ービスセット（ＢＳＳ）の識別子を含む。識別子は、現在のところ単一ユーザ（ＳＵ）（
つまり、１つのＳＴＡからアクセスポイントへ）の伝送では意味がない、ＰＨＹヘッダの
空間時間ストリームの数（Ｎｓｔｓ）のフィールドに含まれ得る。Ｎｓｔｓは、典型的に
は、１つのＡＰから同時にいくつかのＳＴＡへの伝送に制限される、マルチユーザー（Ｍ
Ｕ）の送信のみで意味を持つ。
【０１０２】
　図２５は、本開示のある態様に従って、局が関連付けられるセットの指示の少なくとも
一部に基づいてフレームを送信するためのタイミングを決定するための動作の例２５００
を示す。動作２５００は、例えば、ＳＴＡ（例えばアクセス端末１２０）によって行われ
得る。
【０１０３】
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　動作２５００は、２５０２で、局が関連付けられるセットの第１の指示を、当該局で受
することによって始まり得る。このセットはＢＳＳを含み得る。第１の指示は、ＢＳＳの
ための識別子（例えば、ＢＳＳ識別子（ＢＳＳＩＤ））、またはＢＳＳ内のＡＰのための
識別子（例えば、ＡＰ識別子（ＡＰＩＤ））を含み得る。
【０１０４】
　ＡＰ識別子（または、ＢＳＳ識別子）は、関連付け応答フレームにアクセスポイント識
別子（ＡＰＩＤ）情報要素（ＩＥ）を含めることにより、この応答フレームによって関連
付けられたＳＴＡに知らせられる。図２６は、本開示のある態様に従って、ＡＰＩＤ Ｉ
Ｅ ２６００を概念的に示す。ＡＰＩＤ ＩＥ ２６００は、図示されるように、１つのオ
クテットを含むエレメントＩＤフィールド２６０２と、１つのオクテットを含む長さフィ
ールド２６０４と、２つのオクテットを含むＡＰＩＤフィールド２６０６とを含む。エレ
メントＩＤフィールド２６０２は、ＩＥＥＥ ８０２．１１－２００７の表７－２６内の
エレメントＩＤフィールドに類似して定義され得る。
【０１０５】
　長さフィールド２６０４は、２つのオクテットを含むＡＰＩＤ ＩＥ ２６００の残りを
示すために、２が設定され得る。ＡＰＩＤフィールド２６０６はＳＴＡが関連付けるＢＳ
Ｓ内のＡＰのＡＰＩＤに設定され得る。ある態様については、ＡＰＩＤの９つの最下位ビ
ット（ＬＳＢｓ）だけがＰＨＹヘッダのＮｓｔｓフィールドに含まれ得、または１６ビッ
トのＡＰＩＤフィールド２６０６の９つのＬＳＢだけがＡＰＩＤとして定義される。
【０１０６】
　図２５に戻り、局は、２５０４で、局が送信することを許可される順序の第２の指示を
受信し得る。ある態様については、第２の指示は、上述したように決定論的なスロットカ
ウント（ＤＳＣ）を含み得る。第２の指示はＡ－ＭＰＤＵまたは他のＳＤＭＡダウンリン
ク伝送に含まれ得る。
【０１０７】
　２５０６で、局は第１と第２の指示の少なくとも一部に基づいて、フレームを送信する
ためのタイミングを決定し得る。ある態様については、タイミングを決定することは、第
１の指示の少なくとも一部分で受信されたフレームの数をカウントすることと、第１の指
示の少なくとも一部に一致しない識別子を備える受信フレームを無視することとを含み得
る。フレームの数をカウントすることは、図１２に関して記述された、カウントすること
に類似し得る。ある態様については、局が、第１の指示の少なくとも一部分（例えば、Ａ
ＰＩＤの９つのＬＳＢ）と一致しない識別子を備えるフレームを受信する場合に、局は、
この順次アクセス手順を終了し得る。
【０１０８】
　２５０８で、局は決定されたタイミングに従ってフレームを送信し得る。送信されたフ
レームは、第１の指示の少なくとも一部分を含むＰＨＹヘッダを含み得る。例えば、ＰＨ
Ｙヘッダは、受信したＡＰＩＤ ＩＥ ２６００のＡＰＩＤフィールド２６０６内の、ＡＰ
ＩＤの９つのＬＳＢを含み得る。
【０１０９】
　図２７は、本開示のある態様に従って、関連付けと後続する通信中の、アクセスポイン
ト１１０と局（ＳＴＡ）２７０２との間の通信のための呼び出しフローの例２７００であ
る。２７０４で、ＡＰはＡＰＩＤを選択し得る。
【０１１０】
　ある態様によれば、ＡＰはＡＰＩＤをランダムに選択し得る。ＡＰは、０ｓの長いスト
リングのような、ＰＨＹヘッダ内のプロパティに基づいて、あるＡＰＩＤの値の使用を回
避し得る。他の態様については、ＡＰＩＤは、あるパラメータを満たすか、ピーク対平均
出力比（ＰＡＰＲ）のような、ＰＨＹヘッダのあるプロパティを向上させる値の選択リス
トから選択され得る。ＡＰは、ＡＰがネットワークを始めるつもりであるチャネル上で観
測されるＡＰＩＤを選択しないようにし得る。値の残りのセットから、ＡＰは値を任意に
選択し得る。そのような選択メカニズムは、オーバーラップするＡＰが、異なるＡＰＩＤ
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を選択することの高い尤度を持つであろうことを保証し得る。意図された動作チャネル以
外に、チャネル上で観測されたＡＰＩＤが再使用され得る。
【０１１１】
　２７０６で、ＳＴＡ２７０２はＡＰに関連付けリクエストメッセージを送信し得る。こ
れは、恐らくＳＴＡが近辺の他のＡＰを超えて、特定のＡＰからより強い信号を受け取っ
ているので、ＳＴＡ２７０２がＡＰ１１０によってカバーされたエリアへ移動するか、そ
のＡＰに引き継ぐことを決定する場合に生じる得る。ＳＴＡ ２７０２は関連付けリクエ
ストメッセージを送ることを決定する前に、ＡＰ１１０からビーコンを受信し得る。
【０１１２】
　２７０８で、ＳＴＡが、ＡＰが属するＢＳＳに関連付けられるように、ＡＰ１１０は、
ＳＴＡ２７０２の関連付けを許可し得る。関連付けリクエストメッセージに応じて、ＡＰ
 １１０は、２７１０で、典型的には、関連付け識別子（ＡＩＤ）を含む関連付け応答メ
ッセージを送信し得る。関連付け応答メッセージはさらに、上述されたようなＡＰＩＤ 
ＩＥ ２６００、またはＢＳＳもしくはＡＰのための識別子のいくつかの他の指示を含み
得る。
【０１１３】
　２７１２で、ＡＰ １１０は、ＳＴＡ ２７０２を含む複数のＳＴＡに、Ａ－ＭＰＤＵの
ような、ＳＤＭＡダウンリンク伝送を送信し得る。ある態様については、Ａ－ＭＰＤＵは
、ＳＴＡの各々のための連続する応答シーケンスにおける順序の指示（例えば、ＤＳＣ）
を含み得る。
【０１１４】
　２７１４で、ＳＴＡ２７０２は、上述されたようなＳＤＭＡ送信に応じて、フレームの
送信のためのタイミングを決定し得る。順次応答シーケンスにおける順序が割り当てられ
るＳＴＡは、正しいＡＰＩＤを含むＰＨＹヘッダだけをカウントする。ＳＴＡは、シーケ
ンスが割り当てられたＡＰのＡＰＩＤとは異なるＡＰＩＤを指定するＰＨＹヘッダを受信
する場合、その順次アクセス手順を終了し得る。
【０１１５】
　一旦、ＳＴＡ２７０２が、（例えば、正確なＡＰＩＤの値を有する他のＳＴＡから受信
されたフレームをカウントすることによって）応答フレームを送信する時刻であることを
決定すれば、ＳＴＡは、２７１６で応答フレーム（例えば、ブロック肯定応答）を送信し
得る。応答フレームは、ＰＨＹヘッダのＮｓｔｓフィールド内のＡＰＩＤの少なくとも一
部分を含み得る。
【０１１６】
　ある態様については、ＡＰＩＤは、ＡＰＩＤに対応するＢＳＳからでない送信の間に電
力を節約するためにも使用され得る。この目的のために、ＡＰは、ＡＰがそれ自体のＳＴ
Ａ（つまり、ＡＰに関連付けられたＳＴＡ）に分配する関連付け識別子（ＡＩＤ）のうち
のどれとも矛盾しないＡＰＩＤを、それ自体に割り当て得る。
【０１１７】
　ＡＰＩＤをＡＰのスキャンで見えるようにするために、ＡＰＩＤは、ある態様のために
、ＡＰによって送信されるビーコンまたはプローブ応答に含まれ得る。
【０１１８】
　図２８は、本開示のある態様に従って、局を関連付けることと、局が関連付けられるセ
ットの指示を送ることとのための動作の例２８００を示す。動作２８００は、例えば、Ａ
Ｐ１１０によって行われ得る。
【０１１９】
　動作２８００は、ＡＰで局からの関連付けリクエストを受信することによって、２８０
２で始められ得る。２８０４で、ＡＰは、局を当該ＡＰに関連付け得る（つまり、関連付
けリクエストを許可し得る）。２８０６で、ＡＰは、局が関連付けられ、且つＡＰが属す
るセットの第１の指示を送信し得る。このセットは、ＢＳＳを含み得る。第１の指示は、
ＢＳＳのための識別子（例えば、ＢＳＳＩＤ）、またはＢＳＳ内のＡＰのための識別子（
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例えば、ＡＰＩＤ）を含み得る。
【０１２０】
　２８０８で、ＡＰは、局が送信することを許可される順序の第２の指示を送信し得る。
ある態様については、ＡＰは、２８１０で、局からフレーム（例えば、応答フレーム）を
受信し得る。このフレームは、第１の指示の少なくとも一部分を含むＰＨＹヘッダを含み
得る。フレームは上述されたような順序に従って受信され得る。
【０１２１】
　上述された方法の各種動作は対応する機能を行なうことができるあらゆる適切な手段に
よって行われ得る。手段は、回路、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを
含むが、これに制限されない、様々なハードウェアおよび／またはソフトウエアコンポー
ネントおよび／またはモジュールを含み得る。一般に、図に示した動作があるところにお
いて、類似の番号付けで、それら動作は、対応する手段手段プラス機能のコンポーネント
を有し得る。例えば、図２５および２８に示された動作２５００および２８００は、それ
ぞれ、図２５Ａおよび２８Ａに示される手段に相当する。
【０１２２】
　例えば、送信するための手段は、図２に示された、送信器（例えば、送信器ユニット２
２２）および／または、アクセスポイント１１０のアンテナ２２４もしくは送信器ユニッ
ト２５４、および／またはアクセス端末１２０のアンテナ２５２を含み得る。受信するた
めの手段は、図２に示される、受信器（例えば、受信器ユニット２５４）、および／また
はアクセス端末１２０のアンテナ２５２もしくは受信器ユニット２２２、および／または
アクセスポイント１１０のアンテナ２２４を含み得る。処理するための手段、決定するた
めの手段、および／または終了するための手段は、図２に示された、ＲＸ空間プロセッサ
２６０、ＲＸデータプロセッサ２７０、ＴＸデータプロセッサ２８８、ＴＸ空間プロセッ
サ２９０、および／またはアクセス端末１２０のコントローラ２８０のような１以上のプ
ロセッサを含み得る処理システムを含み得る。処理するための手段、決定するための手段
、関連付けるための手段、および／または選択するための手段は、図２に示された、ＲＸ
空間プロセッサ２４０、ＲＸデータプロセッサ２４２、ＴＸデータプロセッサ２１０、Ｔ
Ｘ空間プロセッサ２２０、および／またはアクセスポイント１１０のコントローラ２３０
のような１以上のプロセッサを含み得る処理システムを含み得る。
【０１２３】
　ここで使用する「決定する」という用語は、幅広いさまざまなアクションを含む。例え
ば、「決定する」は、算出する、計算する、処理する、導出する、調べる、検索する（例
えば、表、データベース、または、別のデータ構造中において検索する）、確認する、お
よび、これらに類するものを含み得る。また、「決定する」は、受信する（例えば、情報
を受信する）、アクセスする（例えば、メモリ中のデータにアクセスする）、および、こ
れらに類するものを含み得る。また、「決定する」は、解決する、選択する、選ぶ、確立
する、および、これらに類するものを含み得る。
【０１２４】
　ここで使用する、アイテムのリストのうちの「少なくとも１つ」というフレーズは、単
一のメンバーを含む、それらのアイテムの任意の組み合わせのことを指す。例として、「
ａ、ｂまたはｃの少なくとも１つ」は、次のものを包含するように意図される：ａ，ｂ，
ｃ，ａ－ｂ，ａ－ｃ，ｂ－ｃ，およびａ－ｂ－ｃ。
【０１２５】
　情報及び信号は、様々な異なる技術及び技法のいずれかを使用して示され得る。例えば
、上記の説明の全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号等は、
電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、又はその任意の組
み合わせによって表わされ得る。
【０１２６】
　本開示に関連して説明された、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュールおよび回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
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ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブ
ル論理デバイス（ＰＬＤ）、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコン
ポーネント、または、ここで記述された機能を実行するように設計されているこれらの任
意の組み合わせで、実現または実行してもよい。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あってもよいが、代わりに、プロセッサは、何らかの商業的に入手可能なプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、または、ステートマシンであってもよい。プロセッ
サはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携した１以上のマイクロプロセッサ、またはその他任意のこのような
構成である計算デバイスの組み合わせとして実装されうる。
【０１２７】
　ここでの開示に関連して記述された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェ
アで、プロセッサにより実行されるソフトウェアモジュールで、または、２つのものを組
み合わせたもので直接的に具現化され得る。ソフトウェアモジュールは当業者に既知であ
る記憶媒体の任意の形式で存在し得る。使用され得る記憶媒体のいくつかの例は、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ＥＰ
ＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク
、 ＣＤ－ＲＯＭなどを含む。ソフトウェアモジュールは、単一の命令、または多くの命
令を含み得、異なるプログラム内の、いくつかの異なるコードセグメント上に、複数の記
憶媒体に亘って配置され得る。記憶媒体は、プロセッサが、当該記憶媒体から情報を読み
出し、当該記憶媒体に情報を書き込むことができるプロセッサに結合される。代わりに、
記憶媒体は、プロセッサと統合されうる。
【０１２８】
　アルゴリズムの例に開示されたステップは、本開示の範囲および精神から外れずに、そ
れらの順序が交換され得る。さらに、アルゴリズムの例に示されたステップは排他的では
なく、他のステップが含まれ得、または、アルゴリズムの例の１以上のステップは本開示
の範囲および精神に影響することなく削除され得る。
【０１２９】
　ここに開示される方法は、記載された方法を達成するための１以上のステップを備える
。方法ステップおよび／またはアクションは、請求項の範囲から逸脱することなくお互い
に交換されうる。言い換えると、ステップまたはアクションの特定の順序が指定されてい
ない限り、特許請求の範囲から逸脱することなく、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用を変更することができる。
【０１３０】
　記述された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、または、これらの
任意の組み合わせで実装され得る。ハードウェアで実装された場合、ハードウェア構成の
例は、無線ノード内の処理システムを含み得る。処理システムはバス構造で実装され得る
。バスは、処理システムの特定の応用および全体的な設計制約に依存して、任意の数の相
互接続バスおよびブリッジを含んでもよい。バスは、プロセッサ、機械読み取り可能な媒
体およびバスインターフェースを含む様々な回路を結合し得る。バスインターフェースは
、とりわけ、ネットワークアダプタを、バスを介して処理システムに接続することに用い
られ得る。ネットワークアダプタは、ＰＨＹ層の信号処理機能を実装するために用いられ
得る。アクセス端末１２０（図１参照）の場合には、ユーザインターフェース（例えば、
キーパッド、ディスプレイ、マウス、ジョイスティック、等）もバスに接続され得る。バ
スは、当業者に既知であって、したがってそれ以上は記述しない、タイミングソース、周
辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回路などのような様々な他の回路をリンクし得る。
【０１３１】
　プロセッサは、バスを管理することと、機械読み取り可能な媒体上に格納されたソフト
ウェアの実行を含む一般的な処理を行うことと担う。プロセッサは、１以上の汎用プロセ
ッサおよび／または特定用途のプロセッサで実装され得る。例は、ソフトウェアを実行す
ることができるマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、ＤＳＰプロセッサ、および



(28) JP 2014-207693 A 2014.10.30

10

20

30

40

50

他の回路を含む。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語、その他と呼ばれたとしても、ソフトウェアは命令、データまたはそれ
の任意の組合せを意味するために広く解釈されるだろう。機械読み取り可能な媒体は、例
として、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読み取り専用
メモリ）、ＰＲＯＭ（プログラマブル読み取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能プロ
グラマブル読み取り専用メモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電子的消去可能プログラマブル読み取
り専用メモリ）、レジスタ、磁気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、もしくは他の
適切な記憶媒体、またはその任意の組合せを含み得る。機械読み取り可能な媒体は、コン
ピュータ・プログラム・プロダクトで具体化され得る。コンピュータ・プログラム・プロ
ダクトは、パッケージングマテリアルを含み得る。
【０１３２】
　ハードウェア実装では、機械読み取り可能な媒体はプロセッサから切り離された処理シ
ステムの一部かもしれない。しかしながら、当業者が容易に認識するように、機械読み取
り可能な媒体、またはその任意の部分は、処理システムの外部にあり得る。例として、機
械読み取り可能な媒体は、バスインターフェースを通してプロセッサによってアクセスさ
れ得る、伝送線、データによって変調された搬送波、および／または無線ノードから切り
離されたコンピュータプロダクトを含み得る。代わりに、またはさらに、機械読み取り可
能な媒体、またはその任意の部分は、キャッシュおよび／または汎用レジスタファイルを
有する場合のように、プロセッサに統合されるかもしれない。
【０１３３】
　処理システムは、外部バスアーキテクチャを通して、他のサポートする回路と結合され
る、プロセッサ機能を提供する１以上のプロセッサと、機械読み取り可能な媒体の少なく
とも一部分を提供する外部メモリとを備える汎用の処理システムとして構成され得る。代
わりに、処理システムは、プロセッサ、バスインターフェース、アクセス端末の場合のユ
ーザインターフェース、シングルチップに統合された機械読み取り可能な媒体の少なくと
も一部分を備えるか、、１以上のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）、
ＰＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、離散ハ
ードウェアコンポーネント、もしくはあらゆる他の適切な回路、またはこの開示の全体に
亘って記載された様々な機能を実行できる任意の回路の組合せを備えるＡＳＩＣ（特定用
途向け集積回路）で実装され得る。当業者は、特定のアプリケーションとシステム全体に
課された全面的な設計制約条件に依存する処理システムのために、記述された機能を実装
するのに最良である方法を理解するだろう。
【０１３４】
　機械読み取り可能な媒体は多くのソフトウェアモジュールを含み得る。ソフトウェアモ
ジュールは、プロセッサによって実行されたときに、処理システムに様々な機能を行なわ
せる命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールおよび受信モジュールを含
み得る。ソフトウェアモジュールはそれぞれ単一の記憶装置に存在するか、または多数の
記憶装置に亘って分配されるかもしれない。例として、トリガであるイベントが発生した
場合、ソフトウェアモジュールはハードドライブからＲＡＭにロードされ得る。ソフトウ
ェアモジュールの実行中に、プロセッサは、アクセス速度を増加させるために、命令のう
ちのいくつかをキャッシュにロードし得る。その後、プロセッサによる実行のために、１
以上のキャッシュラインが汎用レジスタファイルにロードされ得る。ソフトウェアモジュ
ールの下記の機能性を参照する場合、そのソフトウェアモジュールからの命令を実行する
とき、そのような機能性がプロセッサによって実装されることが理解されるだろう。
【０１３５】
　ソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体上の
、１以上の命令群またはコードとして記憶され得、または送信され得る。コンピュータ読
み取り可能な媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易
にする任意の媒体を含む通信媒体と、コンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は
、コンピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではな
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ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくはそ
の他の磁気記憶デバイス、またはデータ構造もしくは命令の形式で所望のプログラムコー
ドを記憶または搬送するために使用可能であり、かつコンピュータによってアクセスされ
うるその他任意の媒体を含みうる。また、任意の接続は、コンピュータ読み取り可能な媒
体と厳密には称されうる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブ
ル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線（ＩＲ）、電波、およ
びマイクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソー
スから送信される場合には、この同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
ＤＳＬ、または赤外線、電波、およびマイクロ波のような無線技術は、媒体の定義に含ま
れる。ここで使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクト
ディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディス
ク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスク
を含み、ここでディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（dis
cs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では
、コンピュータ読み取り可能な媒体は、非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体（例
えば、タンジブルメディア）を含み得る。さらに、他の態様については、コンピュータ読
み取り可能な媒体は、一時的なコンピュータを読み取り可能な媒体（例えば、信号）を含
む得る。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り可能な媒体の範囲内に含まれる
べきである。
【０１３６】
　したがって、ある態様は、ここに提示された動作を実行するためのコンピュータ・プロ
グラム・プロダクトを含んでいてもよい。例えば、このようなコンピュータ・プログラム
・プロダクトは、その上に記憶されている（および／またはエンコードされている）命令
を有するコンピュータ読み取り可能媒体を含んでもよく、その命令は、ここに記述された
動作を実行するために、１以上のプロセッサによって実行可能である。ある態様では、コ
ンピュータ・プログラム・プロダクトは、パッケージングマテリアルを含んでもよい。
【０１３７】
　さらに、ここで記述された方法および技術を実現するためのモジュールおよび／または
他の適切な手段は、適用できるユーザ端末および／または基地局により、ダウンロードお
よび／または、その他で取得できることが、正しく認識されるべきである。例えば、この
ようなデバイスは、ここに記述された方法を実行するための手段の転送を促進するために
、サーバに結合できる。代わりに、ユーザ端末および／または基地局が、記憶手段をデバ
イスに結合または提供するときに、さまざまな方法を取得できるように、ここに記述され
たさまざまな方法は、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）
またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体等）を介して提供できる。さらに、ここ
に記述された方法および技術をデバイスに提供する他の何らかの適切な技術を利用できる
。
【０１３８】
　ここに本開示の様々な態様が、それぞれ１以上の技術的特徴と共に記載されているが、
当業者は、ここに記述された様々な態様の異なる技術的特徴が、結果として、ここに明示
的に記載されていない様々な組合せをもたらし得ることも認識するだろう。さらに、ある
態様は、ここに明示的に記述されていない１以上の技術的特徴の様々な組合せにさらに帰
着する、複数の技術的特徴、省略されたかもしれないその内の１以上を含み得る。
【０１３９】
　特許請求の範囲は、上述した厳密な構成およびコンポーネントに限定されないことを理
解すべきである。特許請求の範囲から逸脱することなく、上述した方法および装置の、構
成、動作、および詳細において、さまざまな修正、変更、およびバリエーションを行うこ
とができる。



(30) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(31) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(32) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(33) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(34) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(35) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図２１】

【図２１Ａ】

【図２２】

【図２２Ａ】 【図２３】



(36) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図２４】 【図２５】

【図２５Ａ】

【図２６】

【図２７】



(37) JP 2014-207693 A 2014.10.30

【図２８】 【図２８Ａ】

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月26日(2014.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイント（ＡＰ）で、局から関連要求メッセージを受信することと、
　前記局を前記ＡＰに関連付けることと、
　前記局が関連付けられ、且つ前記ＡＰが属するセットの第１の指示を送信することと
を具備する無線通信のための方法。
【請求項２】
　前記セットは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を含み、前記第１の指示は、前記ＢＳＳ
のための、または前記ＢＳＳ内のアクセスポイント（ＡＰ）のための識別子を含む請求項
１記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の指示を送信することは、前記ＡＰのための識別子を含む情報要素（ＩＥ）を
送信することを含む請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記局からフレームを受信することをさらに具備し、前記フレームは、前記第１の指示
の少なくとも一部分を含む物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記局が送信することを許可される順序の第２の指示を送信することをさらに具備し、
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前記フレームは、前記順序に従って受信される請求項４記載の方法。
【請求項６】
　空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）伝送を送信することをさらに具備し、前記フレーム
は、前記ＳＤＭＡに応じて受信される請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＨＹヘッダは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む、空間時間ストリーム
の数（Ｎｓｔｓ）のフィールドを含む請求項４記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の指示の少なくとも一部分は、前記第１の指示の９つの最下位ビット（ＬＳＢ
）を含む請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の指示を送信することは、前記第１の指示を含む関連付け応答メッセージを送
信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記セットの前記第１の指示をランダムに選択することをさらに具備する請求項１記載
の方法。
【請求項１１】
　無線通信のための装置であって、
　局から関連付け要求メッセージを受信するための手段と、
　前記局を前記装置に関連付けるための手段と、
　前記局が関連付けられ、且つ前記装置が属するセットの第１の指示を送信するための手
段と
を具備する装置。
【請求項１２】
　前記セットは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を含み、前記第１の指示は、前記ＢＳＳ
のための、または前記ＢＳＳ内の装置のための識別子を含む請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の指示を送信するための手段は、前記装置のための識別子を含む情報要素（Ｉ
Ｅ）を送信するように構成される請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記受信するための手段は、前記局からフレームを受信するように構成され、前記フレ
ームは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダを含む請
求項１１記載の装置。
【請求項１５】
　前記送信するための手段は、前記局が送信することを許可される順序の第２の指示を送
信するように構成され、前記フレームは、前記順序に従って受信される請求項１４記載の
装置。
【請求項１６】
　前記送信するための手段は、空間分割多元アクセス（ＳＤＭＡ）伝送を送信するように
構成され、前記フレームは、前記ＳＤＭＡに応じて受信される請求項１５記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＰＨＹヘッダは、前記第１の指示の少なくとも一部分を含む、空間時間ストリーム
の数（Ｎｓｔｓ）のフィールドを含む請求項１４記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の指示の少なくとも一部分は、前記第１の指示の９つの最下位ビット（ＬＳＢ
）を含む請求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記送信するための手段は、前記第１の指示を含む関連付け応答メッセージを送信する
ように構成される請求項１１記載の装置。
【請求項２０】
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　特定のパラメータを満たす値のリストから、前記セットの第１の指示を選択するための
手段をさらに具備する請求項１１記載の装置。
【請求項２１】
　前記特定のパラメータは、ピーク対平均出力比（ＰＡＰＲ）を含む請求項２０記載の装
置。
【請求項２２】
　無線通信のための装置であって、
　局から関連付け要求メッセージを受信する受信器と、
　前記局を前記装置に関連付けるように構成される処理システムと、
　前記局が関連付けられ、且つ前記装置が属するセットの第１の指示を送信するように構
成される送信器と
を具備する装置。
【請求項２３】
　無線通信のためのコンピュータ・プログラムを記憶した一時的記憶でないコンピュータ
可読記憶媒体であって、
　前記コンピュータ・プログラムは、
　アクセスポイント（ＡＰ）で、局から関連付け要求メッセージを受信し、
　前記局を前記ＡＰに関連付け、
　前記局が関連付けられ、且つ前記ＡＰが属するセットの第１の指示を送信することを実
行可能とする命令を含むコンピュータ可読記憶媒体。
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